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「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
発
表

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

西
条
地
区
推
進
委
員
会
が
市
内
の

中
学
生
を
対
象
に
実
施
し
た
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
多
数
の
応
募

が
寄
せ
ら
れ
、
審
査
の
結
果
、
次

の
作
品
が
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
ま

し
た
。（
敬
称
略
）

■
西
条
東
中
学
校

○
言
葉
で
以
て
心
を
伝
え
る

　
　
　
　
　
　

伊
藤
興
策
（
３
年
）

○
明
る
い
未
来
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　

山
田
共
笑
（
３
年
）

■
西
条
西
中
学
校

○
温
か
い
こ
と
ば
を
生
み
だ
せ
る

　

人
に　
　
　

村
上
愛
果
（
３
年
）

○
感
謝
―
あ
り
ふ
れ
た
生
活
だ
か

　

ら
こ
そ
―　

大
川
美
優
（
３
年
）

■
西
条
南
中
学
校

○
犯
罪
や
非
行
の
な
い
西
条
市
を

　

つ
く
る
た
め
に

　
　
　
　
　
　

小
越
勇
輝
（
３
年
）

○
「
絆
」
で
繋
が
る
社
会
へ

　
　
　
　
　
　

国
村
彩
香
（
３
年
）

■
西
条
北
中
学
校

○
幸
せ
に
な
る
た
め
に

　
　
　
　
　
　

青
木
優
悟
（
３
年
）

○
優
し
い
心
で

　
　
　
　
　

小
松
由
香
莉
（
３
年
）

■
東
予
東
中
学
校

○
「
よ
り
良
い
未
来
を
求
め
て
」

　
　
　
　
　
　

山
内
皓
貴
（
３
年
）

○
犯
罪
の
な
い
明
る
い
未
来
を
目

　

指
し
て　
　

安
藤
令
奈
（
１
年
）

■
東
予
西
中
学
校

○
あ
い
さ
つ
か
ら
つ
く
る
き
ず
な

　
　
　
　
　
　

吉
田
昌
広
（
３
年
）

○
明
る
い
未
来
を
つ
く
る
た
め
に

　
　
　
　
　
　

村
上
華
鈴
（
１
年
）

■
河
北
中
学
校

○
社
会
を
明
る
く
す
る
た
め
に

　
　
　
　
　

丹
下
知
奈
美
（
２
年
）

○
助
け
合
い
の
輪

　
　
　
　
　
　

村
上
清
奈
（
３
年
）

■
丹
原
東
中
学
校

○
形
の
な
い
力

　
　
　
　
　
　

岡
田
卓
也
（
３
年
）

○
支
え
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　

尾
木
優
華
（
３
年
）

■
丹
原
西
中
学
校

○
大
地
震
か
ら
学
ん
だ
こ
と

　
　
　
　
　
　

黒
川
誠
也
（
３
年
）

○
「
罪
を
憎
ん
で
人
を
憎
ま
ず
」

　
　
　
　
　
　

川
又
菜
未
（
３
年
）

■
小
松
中
学
校

○
犯
罪
・
非
行
を
防
止
す
る
た
め
に

　

で
き
る
こ
と
宇
野
颯
太
（
３
年
）

○
差
別
を
な
く
し
て
笑
顔
を
増
や

　

す
た
め
に　

石
浦　

舞
（
３
年
）

　

９
月
定
例
会
は
６
日
～
22
日
の

17
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
条
例

案
・
各
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
が

上
程
さ
れ
、
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
案
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

西
条
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
に
併

設
す
る
（
仮
称
）
東
消
防
署
橘
出

張
所
に
救
急
車
を
常
置
す
る
こ
と

に
よ
り
、
救
急
体
制
の
さ
ら
な
る

充
実
強
化
を
図
る
た
め
、
所
要
の

条
例
改
正
を
行
お
う
と
す
る
も
の
。

西
条
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　

現
下
の
厳
し
い
経
済
状
況
お
よ

び
雇
用
情
勢
に
対
応
し
て
税
制
の

整
備
を
図
る
た
め
の
地
方
税
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
公
布

に
伴
い
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
所

要
の
条
例
改
正
を
行
お
う
と
す
る

も
の
。

○
個
人
市
民
税
に
お
け
る
肉
用
牛

　

の
売
却
に
よ
る
農
業
所
得
の
免

　

税
措
置

一
般
会
計
（
第
４
・
５
回
）

○
補
正
額　

19
億
９
４
１
８
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　

４
３
０
億
４
０
８
万
円

　

主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
未
来
都
市
モ
デ
ル
の
構
築
】

○
「
未
来
都
市
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ

　

ク
ト
」
推
進
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
　

２
５
０
万
円

【
農
林
業
の
振
興
】

○
戦
略
的
作
物
生
産
拡
大
関
連
緊

　

急
整
備
事
業

　
　
　
　
　

１
億
７
８
０
１
万
円

○
農
地
・
水
保
全
管
理
事
業

　
　
　
　
　
　
　

３
３
８
４
万
円

○
団
体
営
基
盤
整
備
促
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　

２
７
２
６
万
円

○
森
林
整
備
担
い
手
確
保
育
成
対

　

策
事
業　
　
　
　

８
１
０
万
円

【
子
育
て
支
援
】

○
認
定
こ
ど
も
園
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　

１
９
５
１
万
円

【
都
市
基
盤
の
整
備
】

○
第
２
期
中
央
地
区
ま
ち
づ
く
り

　

基
盤
整
備
事
業

　
　
　
　
　

１
億
２
０
０
０
万
円

【
災
害
復
旧
】

○
平
成
23
年
発
生
災
害
復
旧
事
業

　
　
　
　
　

１
億
２
９
６
０
万
円

【
基
金
の
積
立
】

○
庁
舎
整
備
基
金
積
立
金　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
億
円

○
国
民
体
育
大
会
施
設
整
備
基
金

　

積
立
金　
　
　

８
０
０
０
万
円

【
そ
の
他
】

○
総
合
文
化
会
館
自
主
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

２
４
２
万
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

○
補
正
額　
　
　
　
　
　

52
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　

１
３
０
億
７
３
１
０
万
円

介
護
保
険
特
別
会
計

○
補
正
額　
　
　

９
２
４
６
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　

94
億
４
０
６
５
万
円

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

○
補
正
額　
　
　
　

３
５
１
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　

１
億
４
６
３
０
万
円

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計　

○
補
正
額　
　
　
　
　
　

40
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　

37
億
４
１
４
８
万
円

小
規
模
下
水
道
事
業
特
別
会
計

○
補
正
額　
　
　
　
　
　

23
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　
　
　

７
６
６
９
万
円

小
松
地
域
交
流
事
業
特
別
会
計　

○
補
正
額　
　
　
　
　
　

53
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　

２
億
３
９
２
０
万
円
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～www.0312.net　号外より～
　９月27日、西条市長伊藤宏太郎団長、
議長楠學副団長をはじめとして行政、議
会、産業関係者の一行21名が我が市を友
好交流のため訪問し、李光耀保定市人民
代表大会主任と会見した。
　李光耀主任は代表団の訪問に歓迎の意
を述べ、近年保定市が新エネルギー、自
動車、電子機器類などの優秀な製造産業
を促進し、生産拠点となっていることを
説明した。
　西条市は農業、工業、製造業の発展都
市であり、両市の生産品の貿易、工業、
農業の領域でさらなる交流を深めれば、
両市の繁栄が実現する。
　伊藤宏太郎市長は、この訪問で保定市
の経済と社会発展の状況を詳しく視察し、
双方が理解を深め、多くの領域でさらに
協力し、共に発展することを希望すると
述べた。

「
西
条
市
訪
中
代
表
団
」
が
中
国
を
訪
問

▲

保
定
市
人
民
政
府
・
人
民
代
表
大
会
で
の
記
念
撮
影

▲保定市人民代表大会常務委員会　李光耀主任と ▲外壁に太陽光電池をつけた電谷錦江国際ホテル

▲保定市の大通りの様子▲太陽光パネル製造会社「英利緑色エネルギー」の若者と

　

今
回
の
訪
問
は
、
保
定
市
と
の

友
好
関
係
を
一
層
深
め
る
と
と
も

に
、
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る

風
評
被
害
を
友
好
都
市
を
通
じ
て

払
し
ょ
く
し
て
い
く
こ
と
を
は
じ

め
、
地
場
産
品
等
の
中
国
に
お
け

る
市
場
開
拓
、
中
国
人
観
光
客
の

誘
致
の
可
能
性
に
つ
い
て
の
調
査

な
ど
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

保
定
市
で
は
、
東
日
本
大
震
災

後
ま
す
ま
す
重
要
が
高
ま
っ
て
い

る
太
陽
光
や
風
力
な
ど
の
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
産
業
の
分
野
で
、
今
や
中

国
を
代
表
す
る
集
積
地
と
な
っ
て

い
る
「
ニ
ュ
ー
ハ
イ
テ
ク
産
業
開

発
区
」、日
本
語
学
科
も
あ
る
「
河

北
農
業
大
学
」
な
ど
を
訪
問
。
ま

た
保
定
市
人
民
政
府
や
保
定
市
人

民
代
表
大
会
の
表
敬
訪
問
で
、
李

光
耀
人
民
代
表
大
会
主
任
を
は
じ

め
と
す
る
政
治
、
経
済
、
観
光
、

農
業
な
ど
幅
広
い
分
野
の
指
導
者

と
会
談
し
、
友
好
交
流
を
促
進
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

北
京
市
で
は
日
本
大
使
館
、
日

本
政
府
観
光
局
北
京
事
務
所
を
訪

問
し
、
現
地
日
系
企
業
関
係
者
も

交
え
て
、
中
国
人
観
光
客
の
誘
致

や
地
場
産
品
の
市
場
開
拓
な
ど
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
訪
中
を
契
機
に
、
こ
れ

ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
保
定
市
と

の
友
好
交
流
の
絆
を
活
か
し
て
、

経
済
、
都
市
建
設
、
科
学
技
術
、

農
業
等
の
幅
広
い
分
野
で
目
覚
ま

し
い
発
展
を
遂
げ
て
い
る
中
国
に

向
け
た
施
策
を
打
ち
出
せ
る
よ
う

今
後
も
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

代
表
団
の
来
訪
は
地
元
の
新
聞

「
保
定
日
報
」
で
報
じ
ら
れ
、
そ

の
内
容
は
保
定
市
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー

ス
の
号
外
と
し
て
以
下
の
よ
う
に

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

西
条
市
・
保
定
市
友
好
都
市
交
流
事
業
の
一
環
と
し
て
、
伊
藤
市
長
・

楠
議
長
を
は
じ
め
と
す
る
21
名
が
９
月
25
日
か
ら
29
日
ま
で
、
ま
た
藤

田
副
市
長
・
児
玉
副
議
長
を
は
じ
め
と
す
る
２２
名
が
１０
月
23
日
か
ら
27

日
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
５
日
間
、
河
北
省
保
定
市
を
は
じ
め
、
大
連
市
、

北
京
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。
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西
条
市
に
ゆ
か
り
が
あ
り
「
新

幹
線
生
み
の
親
」
と
し
て
知
ら
れ

る
十
河
信
二
氏
に
関
す
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
９
月
24
日
、
西
条
国
際

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
ご
遺
族
か

ら
市
に
寄
贈
さ
れ
た
日
本
国
有
鉄

道
関
係
史
料
の
意
義
や
、
十
河
氏

の
功
績
を
広
く
発
信
し
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
西
条
市

に
寄
贈
さ
れ
た
史
料
の
調
査
を
行

っ
て
い
る
東
京
大
学
名
誉
教
授
原

朗
氏
に
よ
る
基
調
講
演
や
、
帝
京

大
学
教
授
加
藤
新
一
氏
、
愛
媛
大

学
准
教
授
山
口
由
等
氏
を
交
え
た

鼎て
い
だ
ん談

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
原
名
誉
教
授
か

ら
、
十
河
氏
の
生
涯
に
触
れ
る
と

と
も
に
、
史
料
か
ら
読
み
取
れ
る

新
幹
線
導
入
へ
と
向
か
っ
た
国
鉄

内
の
流
れ
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
国
鉄
総
裁
就
任
中
の
十
河
氏

が
、
多
発
す
る
鉄
道
事
故
や
労
働

争
議
、
新
技
術
の
開
発
な
ど
各
課

題
に
直
面
し
た
こ
と
を
挙
げ
「
政

治
家
と
の
交
渉
な
ど
一
つ
一
つ
の

課
題
に
向
き
合
っ
た
か
ら
こ
そ
新

幹
線
導
入
が
実
現
し
た
」
と
、
十

河
氏
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
高
く

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

鼎
談
で
加
藤
教
授
は
「
複
雑
で

巨
大
な
国
鉄
組
織
の
ト
ッ
プ
が
、

ど
の
よ
う
な
情
報
を
も
と
に
経
営

判
断
し
て
き
た
か
が
わ
か
る
」
と

史
料
の
学
術
的
な
価
値
を
強
調
さ

れ
ま
し
た
。
山
口
准
教
授
は
「
史

料
は
、
地
域
遺
産
と
し
て
ま
ち
づ

く
り
に
も
有
用
で
あ
る
」
と
地
域

振
興
の
観
点
か
ら
そ
の
価
値
を
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

　

原
名
誉
教
授
は
「
新
幹
線
か
ら

世
界
の
高
速
鉄
道
に
つ
な
が
っ
た

原
点
が
西
条
市
に
残
っ
た
」
と
し

て
、
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
史

料
の
保
存
や
活
用
の
必
要
性
を
強

調
し
総
括
さ
れ
、
貴
重
な
史
料
が

西
条
市
に
残
さ
れ
た
意
義
と
将
来

の
高
速
鉄
道
導
入
に
つ
い
て
も
考

え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

　昨年まで実施していた「水質保全区域河川一斉清掃」
は実施方法等を改め、今年も継続して実施しています。
　９月末現在で河川周辺の除草やごみ拾いに周辺住民の
皆さん約920人が参加し、回収されたごみや水草は約26
トンにも及びます。
「水の都西条」にふさわしい河川環境を創出するため、
今後も多くの皆さんの参加をお願いします。

▲

界
谷
川

　
　
　
　

地
蔵
原
付
近

▲

サ
ラ
サ
ラ
川

　
　
　
　

中
須
橋
付
近

▲

新
町
川

　

神
拝
緑
地
公
園
付
近

▲

新
町
川

　

ほ
た
る
の
里
公
園
付
近

　　　　　　西条では今年のお祭りは終わりましたね。
　　　　　「祭り」の話になると、とたんに熱く語りだ
す西条の方々に、最初は驚いたとともにすてきだなと感
じたものです。今回は、そんな祭りの話題をお伝えした
いと思います。
　日本のようにはっきりとした四季はないものの、この
時期はベトナムも「秋」だそうで、９月12日は旧暦８月
15日の中秋節でした。中秋の名月を楽しみながら、先祖
を敬い、子孫繁栄を祝う行事で、ベトナムでは特に子ど
ものお祭りとされています。中秋節の前後３日間程は、
街中を子どもたちが太鼓に合わせて獅子舞を披露しなが
ら回ります。静かなフエの夜も、この時期は夜遅くまで
盛り上がり、色鮮やか
な獅子舞が秋の夜長を
楽しませてくれます。
西条市とフエ市との事
業を機に、いつか獅子
舞交流ができたらすて
きですよね！

▲基調講演を行った原名誉教授

▲史料から読み取れるものは大きい

　　　　　　　　　十河信二氏（1884～1981）
　　　　　　　　　　明治17年、現在の愛媛県新居浜市中萩町に生ま
　　　　　　　　　れる。
　　　　　　　　　　西条中学校、東京帝国大学政治学科を卒業後、
　　　　　　　　　鉄道院に入り、鉄道省経理局長、南満州鉄道理事、
　　　　　　　　　興中公司社長等を歴任。
　　　　　　　　　　昭和20年７月に第２代旧西条市長に就任し、戦
後の混乱期に市勢の進展に尽力。昭和30年には第４代日本国有鉄道総
裁に就任し、東海道新幹線の建設実現に多大の功績を残される。

十
河
信
二
先
生

　

顕
彰
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

開催報告
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われる上路トラス構造の木造の旧志川橋の解体時のもので
す。川幅や谷の深さから、この木造橋建設に従事した匠の
技術の高さをうかがい知ることができます。
　一方、右の写真は、ア
ーチ橋である現志川橋の
建設時のものです。荷重
を支えるための架台を、
多くの木材で組み上げて
いる様子が分かります。
　今回は、杉山さんを通
じて国枝源一さんの娘の
国枝恭子さんからご提供いただいた写真をもとに、80年前
の橋梁建設技術についてご紹介しました。
　世代を超えて遺された写真。そして世代を超えて存在す
る志川橋。いずれも大切なかけがえのないものです。

〒799-1394　周布349番地1　TEL0898ー64ー2700　FAX0898ー65ー4363

〒791-0592　丹原町池田1733番地1　TEL0898ー68ー7300　FAX0898ー68ー4769

東予総合支所

丹原総合支所

〒799-1198　小松町新屋敷甲496番地　TEL0898ー72ー2111　FAX0898ー72ー4048小松総合支所

マコモタケつくりを食育に活かす
　　　　　　　　 ～ マコモタケをつくって食べよう会 ～

　三芳地区では「マコモタケをつくって食べよう会（会長：
矢野輝男さん )」を中心に、地元の小中学校の児童生徒や
保護者らも参加して、マコモタケづくりが行われています。
　マコモタケは、東南アジアに分布するイネ科の多年草植
物です。茎のふくらんだ部分は、タケノコのような食感と
ほのかな甘みが特徴で、炒め物や天ぷらにして食べます。
また、中華料理の高級食材とし
ても幅広く用いられるほか、低
カロリーで食物繊維を多く含む
ためダイエット食品としても適
しており、ビタミンやミネラル
も豊富な植物です。

　　　　　　　　　　　　　毎年５月に10アールほどの水
　　　　　　　　　　　　田に植え付けを行い、夏場の除
　　　　　　　　　　　　草作業などを経て、秋祭り明け
　　　　　　　　　　　　に２メートルほどにも成長した
　　　　　　　　　　　　株を鎌で刈り取ります。無農薬
　　　　　　　　　　　　で育てられたマコモタケは、そ
　　　　　　　　　　　　のまま生で食べたり、地元の小
中学校での給食にも取り入れられています。
　マコモタケの栽培を通して、食育の推進を図るこの会の
取り組みは、今年で４年目になります。地域一体となって
愛情一杯に育てたマコモタケをみんなで食べることで、勤
労の大切さや収穫の喜び、そして思いやりの心をもった健
全な人間形成を目的とする活動からは、三世代交流の場づ
くりや地域のつながりの場づくりに向けた熱い思いも伝わ
ってきます。

いたいと思っています」と、熱心に取り組まれていました。
また、練習後には全員でドッジボールを行い、コミュニケ
ーションを図りチームワークの絆を深めてもいました。
　そうした努力が再び実り、四国大会でも金賞を獲得し、
東京・ＮＨＫホールでの全国大会に初出場を果たした小松
小コーラス部。大きな会場に慣れるための、市総合文化会
館大ホールでの練習も後押しし、大会ではみんなの心が一
つになった歌声を披露。会場の観客だけではなくテレビを
通じて全国に爽やかな感動を届けることができました。

心 を 一 つ に ！
　　　 　　　　　　　　     　～ 小松小学校コーラス部 ～

　ＮＨＫ全国学校音楽コンクール愛媛県大会が、去る８月
４日に松山市市民会館で開催され、小松小学校コーラス部
が見事金賞に輝きました。
　四国大会を控え、練習を続けるコーラス部を小松小学校
に訪ねると、透き通るような歌声が耳に飛び込んできまし
た。山下真理先生指導の下、４年生12人・５年生13人・６
年生15人の総勢40人の皆さんは、夏休みのほとんどを返上
し、扇風機で涼を取りながら猛練習に励んでいました。
　山下先生は、「合唱指導を始めて５年になりますが、今
年のメンバーには４年生が多く、発声技術の指導に苦労し
ました。全員が心を一つにして音を合わせ、一言一句に気
持ちを込めて、聞く人に感動を与えられる合唱をしてもら

足元に気をつけながら植え付け

植
え
付
け
か
ら
半
年
後
の
収

穫
は
感
慨
も
ひ
と
し
お
で
す

世代を超えた存在「志川橋」　　　　　　　　　　　
　　　　　 　　　　　　　～ 写真が証言する橋梁技術 ～

　「広報さいじょう」９月号のこのページで紹介した、志
川橋の建設当時の貴重な写真がこのほど発見されました。
　岐阜県にお住まいの杉山順野さんという方から、志川橋
についてお問い合わせをいただいたことがそのきっかけで
した。昭和６年の志川橋架け替え工事に関わられた国枝源
　　　　　　　　　　　　　　　　一さん（源一さんから
　　　　　　　　　　　　　　　　みて杉山さんは長男の
　　　　　　　　　　　　　　　　娘）が遺されたアルバ
　　　　　　　　　　　　　　　　ムに、当時の志川橋の
　　　　　　　　　　　　　　　　写真があったのです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　左の写真は、明治期
　　　　　　　　　　　　　　　　以降に建設されたと思
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の
支
援
策
と
し
て
、
㈶
え
ひ
め
産

業
振
興
財
団
が
実
施
す
る
助
成
事

業
の
活
用
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
、

同
社
の
「
酢
海
苔
」
の
商
品
開
発

は
「
地
域
密
着
型
ビ
ジ
ネ
ス
創
出

助
成
事
業
」
の
採
択
を
受
け
、
助

成
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
サ
イ
ク
ス
が
運
営
す
る

「
食
の
創
造
館
」
で
の
販
売
や
、

サ
イ
ク
ス
の
有
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
、
首
都
圏
の
飲
食
店

や
小
売
店
な
ど
へ
の
販
売
、
さ
ら

に
海
外
へ
の
輸
出
も
視
野
に
入
れ

た
販
路
開
拓
な
ど
、
多
方
面
か
ら

の
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
新
規
事
業
を
考
え
て
い
る
、
商

品
開
発
で
悩
ん
で
い
る
、
助
成
事

業
を
活
用
し
た
い
、
な
ど
と
お
考

え
の
起
業
家
や
中
小
企
業
者
の
皆

さ
ん
、
ぜ
ひ
サ
イ
ク
ス
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

当
市
の
禎
瑞
地
区
に
始
ま
っ
た
と

さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
県
内
で
海

苔
の
養
殖
が
行
わ
れ
て
い
る
の
は
、

ひ
う
ち
灘
沿
岸
と
宇
和
島
市
の
岩

松
川
河
口
の
み
で
、
海
苔
養
殖
業

は
西
条
市
を
代
表
す
る
伝
統
産
業

の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、

県
内
の
平

成
21
年
度

の
海
苔
養

殖
生
産
量

は
６
千
ト

ン
弱
、
全

国
シ
ェ
ア

は
１
・
７

パ
ー
セ
ン

ト
と
非
常
に
低
く
、
そ
の
数
値
は

年
々
減
少
、
平
成
３
年
か
ら
の
18

年
間
で
生
産
量
は
半
減
し
て
い
る
。

　

生
産
量
の
減
少
に
伴
う
養
殖
業

者
の
収
入
減
に
危
機
感
を
覚
え
た

こ
と
が
、
宮
嶋
社
長
を
し
て
海
苔

養
殖
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
加
工

し
た
独
自
商
品
の
開
発
と
販
売
に
、

大
き
く
踏
み
出
す
こ
と
を
決
意
さ

せ
た
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

■
郷
土
の
味
「
酢
海
苔
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

商
品
化

　

海
苔
の
養
殖
が
盛
ん
な
西
条
に

は
、
収
穫
さ
れ
た
ば
か
り
の
生
海

苔
を
三
杯
酢
に
浸
し
て
食
べ
る

「
酢
海
苔
」
と
い
う
冬
の
郷
土

料
理
が
存
在
す
る
。

　

こ
の
「
酢
海
苔
」
に
は
新
鮮
な

生
海
苔
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
そ

の
鮮
度
維
持
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ま
で
他
地
域
で
流
通
す
る
こ

と
は
ほ

と
ん
ど

な
か
っ

た
。
収

穫
時
期

に
そ
の

産
地
に

お
い
て
の
み
食
べ
る
こ
と
が
で
き

る
「
酢
海
苔
」
は
、
特
別
な
料
理

な
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
着
目
し
た
宮
嶋
社
長
は
、

水
を
注
ぐ
だ
け
で
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
簡
単
に
食
べ
る
こ
と
の
で
き

る
「
イ
ン
ス
タ
ン
ト
酢
海
苔
」
を

考
案
し
、
現
在
商
品
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

サ
イ
ク
ス
で
は
、
㈱
宮
嶋
水
産

の
取
り
組
み
に
対
す
る
資
金
面
で

■
研
修
を
終
え
て　

　
　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
一
同

　

私
た
ち
は
こ
の
夏
、
西
条
市
役

所
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研
修
を

行
い
、
主
に
う
ち
ぬ
き
創
造
塾
の

計
画
・
実
施
・
評
価
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
研
修
を
通
し
て
、
社
会

で
実
際
に
働
く
大
変
さ
や
、
先
を

見
て
行
動
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を

　

西
条
市
で
は
、
各
種
の
起
業
家

教
育
事
業
を
通
じ
て
、
将
来
を
担

う
次
世
代
の
若
者
育
成
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し

て
何
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
の
ご

協
力
に
よ
り
こ
の
研
修
が
で
き
た

と
い
う
こ
と
に
、
本
当
に
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
終
え

た
」
だ
け
に
せ
ず
、
こ
の
経
験
を

今
後
に
活
か
せ
る
よ
う
に
、
一
生

懸
命
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

宮
嶋
水
産
は
昭
和
初
期
に
創
業

し
て
以
来
、
海
苔
の
養
殖
業
を
綿

々
と
営
ん
で
き
た
。

　

80
年
に
も
及
ぶ
海
苔
養
殖
一
筋

の
歴
史
の
中
で
、
本
年
４
月
、
自

社
で
養
殖
・
収
穫
し
た
海
苔
の
加

工
品
販
売
を
本
格
的
に
開
始
す
る

た
め
、
株
式
会
社
宮
嶋
水
産
を
設

立
す
る
に
至
っ
た
。

　

自
社
を
株
式
会
社
化
し
て
、
新

し
い
ス
テ
ー
ジ
に
立
と
う
と
す
る

宮
嶋
義
則
社
長
。
そ
の
背
景
に
あ

っ
た
も
の
と
は
…

■
愛
媛
の
海
苔
養
殖
事
情

　

愛
媛
県
の
海
苔
養
殖
の
歴
史
は

古
く
、
天
保
12
（
１
８
４
１
）
年
、

　

去
る
８
月
に
は
、
愛
媛
大
学
や

松
山
大
学
か
ら
受
け
入
れ
た
４
人

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研
修
生
が
、

高
校
生
を
対
象
と
し
た
キ
ャ
リ
ア

教
育
事
業
「
う
ち
ぬ
き
創
造
塾
」

の
計
画
か
ら
評
価
ま
で
、
実
践
型

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
を
通
じ
、
働
く
こ
と
の

意
義
を
深
く
学
ん
だ
研
修
生
の
レ

ポ
ー
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

32

    　

株
式
会
社

（
港
）

宮  

嶋  

水  

産
西条沖に広がっていた海苔の養殖網 ( 昭和 47 年頃 )

宮嶋社長と開発中の「酢海苔」

「うちぬき創造塾」に向けた準備のため、
打ち合わせをする研修生は真剣そのもの

information vol.83

明
日
を
担
う
若
者
を
育
成
！

 

大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研
修

起
業
家
マ
イ
ン
ド
醸
成
事
業
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■西条市庁舎
　℡0897－56－5151

■東予総合支所
　℡0898－64－2700

■丹原総合支所
　℡0898－68－7300

■小松総合支所
　℡0898－72－2111

市役所への
お問い合わせ先

西条市内道路網整備計画（案）
説明会開催・意見を公募します

　市では、将来の交通需要に対応した都市構造実現のた
め、新たな整備路線の追加や既存の都市計画道路の見直
しを行い、新たに西条市内道路網整備計画を策定します。
　下記の日程で整備計画案の説明会を開催するとともに、
意見公募を行います。

■説明会の日時・場所
　　11月21日㈪　19時～　総合福祉センター
　　11月22日㈫　19時～　東予総合福祉センター
■意見公募期間　11月１日㈫～30日㈬
■縦覧場所　○市庁舎別館２階都市計画整備課
　　　　　　○各総合支所建設管理課
■整備計画案の内容　１路線と２区間の廃止、新規４
　路線の追加、１路線の変更

問合せ　市庁舎別館都市計画整備課　都市計画係
　　　　℡0897－52－1238

　社員、従業員、アルバイトなどを１人でも雇ってい
る事業主は、必ず労働保険（労災・雇用）に加入しま
しょう。
労働保険についての相談・問合せ
○愛媛労働局労働保険徴収室　℡089－935－5202
○新居浜労働基準監督署　℡0897－37－0151
○ハローワーク西条　℡0897－56－3015

　平成23年10月20日から愛媛県最低賃金

　　　１時間６４７円
　　　　　　　　　　　　　　　に改正されました。

問合せ　○愛媛労働局賃金室　℡089－935－5205
　　　　○新居浜労働基準監督署　℡0897－37－0151

最低賃金が改正されました

　

所
得
税
や
住
民
税
の
申
告
に
お

い
て
、
そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら

１２
月
３１
日
ま
で
に
納
付
し
た
国
民

年
金
保
険
料
は
、
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
に

は
、
保
険
料
の
納
付
を
証
明
す
る

書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
家
族
の
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
し
た
場
合
も
、
納
付
し

た
本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
に
加

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
保
険
料

の
納
付
を
証
明
す
る
書
類
と
し
て

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
を
、
１１
月
上

旬
、
ま
た
は
翌
年
１
月
下
旬
の
い

ず
れ
か
に
送
付
い
た
し
ま
す
。
年

末
調
整
・
確
定
申
告
等
の
際
に
は
、

こ
の
証
明
書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
控
除
証
明
書
の
送
付
対
象
者

○
１１
月
上
旬
送
付
対
象
者

　

今
年
１
月
１
日
～
９
月
３０
日
ま

で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納

め
た
方
。

○
翌
年
１
月
下
旬
送
付
対
象
者

　

今
年
１０
月
１
日
～
１２
月
３１
日
ま

で
に
、
そ
の
年
初
め
て
国
民
年
金

保
険
料
を
納
め
た
方

■
問
合
せ　

新
居
浜
年
金
事
務
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
５

－

１
３
６
２

　

老
齢
や
退
職
を
支
給
事
由
と
す

る
年
金
は
、
所
得
税
の
課
税
対
象

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
課
税
対
象
と

な
る
受
給
者
の
方
に
は
、
毎
年
１１

月
上
旬
ま
で
に
日
本
年
金
機
構
か

ら
扶
養
親
族
等
申
告
書
が
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
期
限
ま
で
に
必
ず

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
申
告
に
よ
り
、
翌
年
中
に

受
給
す
る
年
金
に
か
か
る
所
得
税

の
源
泉
徴
収
税
額
が
決
ま
り
ま
す
。

　

提
出
を
忘
れ
る
と
各
種
控
除
が

受
け
ら
れ
ず
、
所
得
税
の
源
泉
徴

収
税
額
が
多
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

年
金
以
外
に
収
入
が
あ
る
方
は

確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

■
送
付
対
象
者

○
６５
歳
未
満
で
年
金
額
が
１
０
８

　

万
円
以
上
の
方

○
６５
歳
以
上
で
年
金
額
が
１
５
８

　

万
円
以
上

■
問
合
せ　

新
居
浜
年
金
事
務
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
５

－

１
３
６
２

18
日
㈮　

市
県
民
税
第
３
期
分
、

　

国
民
健
康
保
険
税
第
４
期
分
の

　

督
促
状
の
発
送

30
日
㈬　

国
民
健
康
保
険
税
第
５

　

期
分
の
納
期
限

※
督
促
状
１
通
に
つ
き
１
０
０
円

　

の
督
促
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、

　

納
期
限
日
の
残
高
に
ご
注
意
く

　

だ
さ
い
。

11
月
の
市
税
ご
よ
み

国
民
年
金
の
社
会
保
険
料
控
除

証
明
書
を
送
付
し
ま
す

年
金
受
給
者
は
扶
養
親
族
等
申

告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
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　この運動は、火災が発生しやすい気候となる時季を迎えるに当たり、
火災予防思想の一層の普及を図り、火災による死傷者および財産の損失
を防ぐことを目的として、毎年「119番の日」である11月９日から１週
間の日程で実施されています。
　消防本部では、防火ポスターによる啓発や商店街の立入検査を行うと
ともに、事業所対抗の屋外消火栓操法大会等の行事を計画しています。

逃げ遅れを防ぐため
住宅用火災警報器を設置しましょう
　平成23年６月から全ての住宅に住宅用火災警報
器の設置が義務化されました。大切な命を守るた
め、寝室や階段などは必ず設置しましょう。

秋季全国火災予防運動　11月９日㈬～15日㈫ 実施

消したはず　決めつけないで　もう一度
平成23年度全国統一防火標語 ■３つの習慣

１ 寝たばこは絶対にしない。
２ 家の周りに燃えやすい物を置かない。
３ ガスコンロなどのそばを離れるときは、
　 必ず火を消す。
■４つの対策
１ 逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報
　 器を設置する。
２ 避難経路はいつも整理整頓をする。
３ 火災を小さいうちに消すために消火器を
　 備える。
４ お年寄りや身体の不自由な人を守るため
　 に、隣近所の協力体制をつくる。

○東消防署　0897－55－0119
○西消防署　0898－68－0119

身の回りの点検で住宅火災予防！

　

10
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
ウ
イ

ン
グ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
11

月
１
日
㈫
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

支
援
の
必
要
な
子
ど
も
に
関
す

る
相
談
に
は
、
事
前
予
約
が
必
要

で
す
。

■
住
所　

大
町
68
番
地
６
（
旧
大

町
公
民
館
）

■
開
設
時
間　

○
月
～
金
曜
日　

　

８
時
30
分
～
19
時

○
土
曜
・
第
４
日
曜
日

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

■
休
館
日　

日
曜
日
（
第
４
日
曜

日
は
開
館
）、
祝
日
、
年
末
年
始

■
問
合
せ

　

ウ
イ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

８
１
１
４

　

地
域
審
議
会
は
、
新
市
建
設
計

画
の
変
更
点
や
執
行
状
況
な
ど
に

つ
い
て
、
市
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

委
員
の
皆
さ
ん
に
審
議
し
て
い
た

だ
く
も
の
で
す
。

　

今
回
は
第
15
回
目
で
、
左
表
の

日
程
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

傍
聴
を
希
望
す
る
方
は
、
直
接

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
行
政
改
革
推
進
課

　

地
域
振
興
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
４
６

○
各
総
合
支
所
総
務
課

　

総
務
調
整
係

　

東
日
本
大
震
災
で
原
子
力
発
電

所
の
事
故
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら

れ
た
方
は
、
手
続
き
を
行
う
こ
と

で
市
税
の
軽
減
措
置
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
軽
自
動
車
税
の
非
課
税
措
置

　

警
戒
区
域
内
に
あ
っ
た
軽
自
動

車
で
自
動
車
検
査
証
の
返
還
等
が

な
さ
れ
た
車
に
は
、
平
成
２３
年
３

月
１１
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
軽
自
動

車
税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
警
戒
区
域
内
に
あ
っ
た

軽
自
動
車
で
永
久
抹
消
登
録
等
が

な
さ
れ
た
も
の
に
代
わ
る
軽
自
動

車
を
取
得
し
た
場
合
、
平
成
２５
年

度
分
ま
で
の
軽
自
動
車
税
が
非
課

税
と
な
り
ま
す
。

■
固
定
資
産
税
の
軽
減
措
置

　

警
戒
区
域
内
に
あ
っ
た
住
宅
用

地
や
家
屋
に
代
わ
る
土
地
・
家
屋

を
取
得
し
た
場
合
、
固
定
資
産
税

の
軽
減
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
市
民
税
課

　

市
民
税
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
１
７

○
市
庁
舎
本
館
資
産
税
課

　

資
産
税
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
２
５

地
域
審
議
会
を
開
催
し
ま
す

ウ
イ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す

原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
被

災
者
の
市
税
を
軽
減
し
ま
す

11

ウイングサポートセンター

■第15回地域審議会の日時・場所（予定）

小松地区
地域審議会

11月24日㈭
13時30分
11月28日㈪
10時
11月28日㈪
13時30分
12月２日㈮
13時30分

西条地区
地域審議会

小松総合支所
２階ホール

市庁舎本館　
５階大会議室

東予総合福祉センター
２階会議室

丹原福祉センター
２階大会議室

東予地区
地域審議会

丹原地区
地域審議会

審議会名 日　　時 会　　　場
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アライグマの目撃情報をお寄せください
　全国的にアライグマによる農作物等の被害が問題とな
っています。四国ではすでに香川県全域で生息が確認さ
れ、県内でも新居浜市や東温市などでも侵入が確認され
ており、西条市にも侵入している可能性があります。
　アライグマは一度定着してしまうと駆除が非常に難し
くなるため、侵入初期段階での対策が必要です。

　アライグマを見かけたり、農作物などの被害に心当た
りがある方はご連絡ください。

【連絡先】
○市庁舎別館環境衛生課　環境計画係　℡0897－52－1221
○市庁舎本館林業課　℡0897－52－1504
○愛媛県自然保護課　℡089－912－2368

写真提供：株式会社野生動物保護管理事務所関西分室

▲器用に穴を開け食べた跡

▲５本指の特徴的な足跡 他にもハクビシンがよく似ています

【特徴】
○しっぽに縞模様がある
○耳のふちが白い
○眉間に黒い線がある
○細長い５本指の足

アライグマによく似た動物
しっぽの模様を確認してください

アナグマアナグマ

タヌキタヌキ

　

交
通
事
故
、
労
働
災
害
、
天
災

な
ど
で
生
計
を
維
持
し
て
い
た
父

母
等
が
死
亡
・
障
害
（
１
級
）
の

状
態
と
な
っ
た
児
童
の
福
祉
を
増

進
す
る
た
め
、
県
で
は
災
害
遺
児

福
祉
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

■
支
給
対
象

　

義
務
教
育
修
了
前
ま
た
は
高
等

学
校
に
在
学
す
る
遺
児
の
保
護
者

■
支
給
額
（
月
額
）

　

遺
児
１
人
に
つ
き
３
０
０
０
円

■
問
合
せ　

○
市
庁
舎
別
館
女
性
児
童
福
祉
課

　

子
育
て
支
援
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
３
７

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課　

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

児
童
虐
待
の
件
数
は
依
然
と
し

て
増
加
し
て
お
り
、
大
切
な
子
ど

も
の
命
が
奪
わ
れ
る
悲
し
い
事
件

も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

児
童
虐
待
問
題
は
社
会
全
体
で

解
決
す
べ
き
課
題
で
あ
り
、
国
民

全
体
で
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と

が
不
可
欠
で
す
。
期
間
中
は
、
児

童
虐
待
防
止
の
た
め
の
広
報
・
啓

発
活
動
が
全
国
的
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

地
域
の
方
々
の
ち
ょ
っ
と
し
た

「
目
く
ば
り
」
「
気
く
ば
り
」
で

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
救
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
「
お
や
？
」
と
気
に

な
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
迷
わ
ず
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

■
平
成
23
年
度
推
進
標
語

　

守
る
の
は　

気
づ
い
た
あ
な
た

の　

そ
の
勇
気

■
児
童
虐
待
と
は

○
身
体
的
虐
待　

身
体
に
傷
を
負

　

わ
せ
た
り
、
そ
の
お
そ
れ
の
あ

　

る
暴
行
を
す
る
こ
と
。

○
性
的
虐
待　

性
的
な
い
た
ず
ら

　

や
性
的
な
行
為
を
す
る
こ
と
や

　

そ
れ
ら
を
強
要
す
る
こ
と
。

○
ネ
グ
レ
ク
ト　

適
切
な
衣
食
住

　

の
世
話
を
し
な
い
で
放
置
す
る

　

な
ど
正
常
な
心
身
の
発
達
を
妨

　

げ
る
こ
と
。
保
護
者
以
外
の
同

　

居
人
に
よ
る
虐
待
を
放
置
す
る

　

こ
と
。

○
心
理
的
虐
待　

言
葉
や
態
度
に

　

よ
り
心
に
大
き
な
傷
を
負
わ
せ

　

た
り
、
子
ど
も
の
前
で
配
偶
者

　

等
へ
暴
力
を
ふ
る
う
こ
と
。

■
問
合
せ

○
愛
媛
県
東
予
児
童
相
談
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

４
３

－

３
０
０
０

○
市
庁
舎
別
館
女
性
児
童
福
祉
課

　

家
庭
児
童
相
談
室

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
７
０

　

今
年
も
10
月
1
日
か
ら
赤
い
羽

根
共
同
募
金
運
動
が
「
じ
ぶ
ん
の

町
を
良
く
す
る
し
く
み
。」
を
テ

ー
マ
に
、
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。（
12
月
中
は
歳
末
た
す

け
あ
い
募
金
も
併
せ
て
行
い
ま
す
）

　

皆
さ
ま
の
温
か
い
「
た
す
け
あ

い
」
の
こ
こ
ろ
が
、
こ
の
募
金
を

支
え
て
い
ま
す
。
赤
い
羽
根
共
同

募
金
運
動
へ
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
公
売
財
産

　

土
地（
農
地
・
田
）２
０
１
６
㎡

■
財
産
所
在
地　

西
条
市
壬
生
川

■
公
売
日
時

　

12
月
７
日
㈬　

13
時
～

■
場
所　

愛
媛
県
中
予
地
方
局

（
松
山
市
）

■
注
意
事
項

　

入
札
に
は
買
受
適
格
証
明
書
が

必
要
で
す
。
公
売
は
中
止
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

愛
媛
地
方
税
滞
納
整
理
機
構　

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
１
３

－

５
８
０
０

URLhttp://w
w

w
.ehim

e-kikou.jp/

災
害
遺
児
福
祉
手
当

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に

ご
協
力
を
！

差
押
不
動
産
の
公
売

11
月
は

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
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第 54回　西条市産業祭
大地の恵　自然の恵　輝く瞳で生み出す力

　農業学習展、産
業展、文化展など
の展示、高校生や
各種団体等による
農水産品の即売、
バザーなど、各種
催しを実施します。

　ふるさと市（産地直売）、
つきたて餅の販売、商店連
盟目玉市、商工会模擬店、
バザー、移動ふれあい教室
（小動物とのふれあい）、
各種物品販売・展示などを
実施します。
　景品付き餅投げは、11時と14時30分から！

日時　11月12日㈯・13日㈰　９時～15時

場所　西条農業高等学校

日時　12月４日㈰　10時～15時

場所　丹原総合支所東駐車場
　　　丹原公民館、丹原福祉センター

問合せ　産業祭事務局（西条農業高等学校内）
　　　　℡0897－56－3611

問合せ　丹原総合支所農林水産課
主　催　丹原町米消費拡大推進連絡協議会

　

自
然
や
歴
史
に
親
し
み
な
が

ら
、
健
康
・
体
力
づ
く
り
、
人
と

の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

■
開
催
日　

１１
月
１３
日
㈰　

■
主
会
場　

ひ
う
ち
陸
上
競
技
場

■
コ
ー
ス　

○
20
㎞
コ
ー
ス　

精
神
力
・
体
力

　

の
限
界
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

○
10
㎞
コ
ー
ス　

新
観
光
ス
ポ
ッ

　

ト
を
楽
し
み
、
水
に
親
し
む 

○
５
㎞
コ
ー
ス　

西
ひ
う
ち
の
工

　

場
見
学

■
出
発
式
・
ス
タ
ー
ト
時
間

○
20
㎞
コ
ー
ス　

出
発
式
９
時　

　

ス
タ
ー
ト
９
時
２０
分

○
10
㎞
・
５
㎞
コ
ー
ス　

出
発
式

　

１０
時　

ス
タ
ー
ト
１０
時
２０
分

※
各
コ
ー
ス
出
発
式
の
30
分
前
に

　

受
付
を
開
始
し
ま
す
。

■
申
込
方
法　

　

申
込
先
に
あ
る
申
込
書
（
コ
ピ

ー
可
）
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
小
学
３
年
生
以
下
の
方
は
保
護

　

者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

■
申
込
期
限　

１１
月
７
日
㈪

■
申
込
先　

○
市
庁
舎
別
館
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
５

FAX
０
８
９
７

－

５
２

－

１
５
３
１

○
東
予
体
育
館

○
丹
原
ま
た
は
小
松
総
合
支
所

　

総
務
課　

総
務
調
整
係

○
各
公
民
館

【
Ｊ
Ｕ
Ｎ
‘
Ｓ　

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ　

広
田
潤
水
彩
画
初
個
展
】

■
期
間　

11
月
９
日
㈬
ま
で

■
内
容　

身
近
な
四
季
の
草
花
の

水
彩
画
を
中
心
に
、
市
内
の
風
景

や
お
祭
り
、
似
顔
絵
な
ど
を
展
示
。

【
ほ
っ
こ
り
山
頭
火　

陶
人
形
展

一
色
昇
ニ
】

■
期
間　

11
月
12
日
㈯
～
27
日
㈰

■
内
容　

俳
人
・
山
頭
火
の
独
特

の
世
界
を
創
作
陶
人
形
と
小
さ
な

句
碑
で
表
現
。

【
木
彫
時
代
物
展
村
上
一
二
三
】

■
期
間

　

11
月
30
日
㈬
～
12
月
12
日
㈪

■
内
容　

時
代
小
説
に
登
場
す
る

剣
豪
の
殺
陣
や
そ
の
時
代
の
人
々

の
姿
を
展
示
。

【
時
間
】　

９
時
～
17
時

【
場
所
・
問
合
せ
】　

　

ひ
う
ち
会
館

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

１
１
３
１

　

１
９
８
０
年
以
前
の
旧
車
が
四

国
内
外
か
ら
約
１
８
０
台
集
ま
り

ま
す
。                                      

■
日
時
（
雨
天
決
行
）

　

１１
月
６
日
㈰　

１０
時
～
15
時

■
場
所　

石
鎚
山
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ

ア
シ
ス　

イ
ベ
ン
ト
広
場

※
高
速
側
の
オ
ア
シ
ス
駐
車
場
は

　

満
車
状
態
と
な
り
ま
す
の
で
、

　

臨
時
無
料
駐
車
場
（
小
松
中
央

　

公
園
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
石
鎚
山
Ｓ
Ａ
か
ら
オ
ア
シ
ス
駐

　

車
場
へ
の
連
絡
道
は
、
歩
い
て

　

通
行
で
き
ま
せ
ん
。

■
内
容　

豪
華
景
品
が
当
た
る
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
宝
投
げ
、
バ
ザ
ー

な
ど
。
１０
周
年
記
念
に
地
元
の
だ

ん
じ
り
が
初
出
演
（
雨
天
中
止
）。

■
主
催　

周
桑
商
工
会
青
年
部   

■
問
合
せ

　

周
桑
商
工
会
小
松
支
所 

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

７
２

－

２
１
１
９

URLhttp://w
w

w
.shusou.or.jp  

Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｊ
Ｏ
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・

ス
ポ
ー
ツ
２
０
１
１

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

ひ
う
ち
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
会

ク
ラ
シ
ッ
ク
Ｃ
ａ
ｒ
ニ
バ
ル

in
小
松
２
０
１
１

展示車はどれもが個性的で
オーナーの宝物です。会場
いっぱいに並んだ愛車たち
をぜひご覧ください。
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■
実
施
日

　

１１
月
２５
日
㈮
・
２６
日
㈯

■
巡
回
場
所

　

四
国
電
力
㈱
西
条
発
電
所
（
工

場
見
学
）
、
休
暇
村
瀬
戸
内
東
予

（
昼
食
）
、
ゆ
き
も
と
農
園
、
東

予
郷
土
館
（
手
す
き
和
紙
体
験
）
、

Ｓ
ａ
ｉ
ｋ
ｉ　

Ｅ
ｎ
ｇ
ｅ
ｉ
（
多

肉
植
物
寄
せ
植
え
体
験
）
な
ど

※
交
通
事
情
な
ど
で
巡
回
場
所
を

　

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
バ
ス
の
乗
降
場
所

　

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｒ
伊

予
西
条
駅
東
隣
）、
東
予
・
丹
原
・

小
松
の
各
総
合
支
所

■
定
員

　

各
５０
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

■
参
加
費　

　

３
０
０
０
円
（
昼
食
代
含
む
）

■
申
込
期
限　

１１
月
１５
日
㈫

■
申
込
方
法

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
西
条
市
観
光
協
会
、
ま
た

は
各
総
合
支
所
総
務
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

十
河
信
二
記
念
館
内

　

西
条
市
観
光
協
会

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

２
６
０
５

　日本の文化を象徴する場所で開催される、型破りな
マウンテンバイクの競技イベント。
　国内外のトップ・ライダーを含む約100人の選手が
神社の石段を次々と駆け下
りるダウンヒル・レースを
繰り広げます。

※会場周辺は混雑が予想されます。なるべく公共交通機関をご
　利用ください。

日本の伝統文化と
　　　マウンテンバイク・ダウンヒル競技の組み合わせ！

日時　11月12日㈯　10時30分～16時
　　　※荒天の場合は翌日に順延
場所　石鎚神社本社

問合せ　Ｒｅｄ Ｂｕｌｌ Ｈｏｌｙ Ｒｉｄｅ運営事務局
　　　　（ＮＰＯ法人 市民・自転車フォーラム内）
　　　　℡052－953－5116

レッドブル・ジャパン㈱、ＮＰＯ
法人市民・自転車フォーラム共催
レッドブル・ジャパン㈱、ＮＰＯ
法人市民・自転車フォーラム共催

　藩政時代から受け継がれてきた小松地区の椿文化を
継承し、椿の森と人々の交流の場を広げるため、小松
つばき会の協力で「椿」・千年の森づくりの植樹を行
います。（参加自由）
　千年先に想いをはせて、ご家族や仲間で植樹に参加
しませんか。参加者には椿の苗木をプレゼントします。

※雨天の場合中止（小雨決
　行）します。雨天の場合
　は７時30分以降にお問い
　合わせください。
※くわ・スコップなどは各
　自でお持ちください。

日　　時　11月23日㈬　９時～
集合場所　小松中央公園　第１駐車場

問合せ　小松総合支所総務課　総務調整係

■
日
時

　

11
月
13
日
㈰　

13
時
30
分
開
会

■
場
所　

総
合
文
化
会
館　

■
内
容　

○
第
１
部　

ウ
イ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト

　

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
（
報
告
）

○
第
２
部　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
人

　

権
文
化
の
花
が
咲
く
西
条
市
の

　

実
現
に
向
け
て
」

■
展
示　

12
・
13
日
に
児
童
生
徒

の
人
権
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
を
展
示

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
人
権
教
育
課　

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
６
０

　

ご
み
を
拾
い
な
が
ら
、
西
条
市

民
公
園
を
め
ざ
し
て
歩
き
ま
す
。

■
日
時
（
少
雨
決
行
）

　

11
月
12
日
㈯　

９
時
～
11
時

■
集
合
場
所

○
西
条
郵
便
局
前
（
大
町
）

○
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ヘ
ル
ス
ケ
ア
㈱

　

西
条
地
区
前
（
福
武
甲
）

○
ク
ラ
レ
西
条
工
場
前
（
朔
日
市
）

○
ル
ネ
サ
ス
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

　

西
条
事
業
所
前
（
ひ
う
ち
）

○
フ
ジ
西
条
玉
津
店
前
（
玉
津
）

■
問
合
せ　

連
合
愛
媛
東
予
地
域

協
議
会
西
条
支
部

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

０
８
１
１

■
日
時　

１１
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰

○
12
日　

９
時
30
分
～
16
時

○
13
日　

９
時
30
分
～
15
時

■
場
所

　

松
山
刑
務
所
（
東
温
市
）

■
内
容

　

施
設
見
学
、
広
報
パ
ネ
ル
・
文

芸
作
品
の
展
示
、
刑
務
所
作
業
製

品
の
展
示
・
即
売
、
各
種
催
し
物

■
問
合
せ

　

松
山
刑
務
所

ＴＥＬ
０
８
９

－
９
６
４

－

２
３
７
６

■
日
時

　

１１
月
13
日
㈰　

10
時
～
１４
時

■
場
所

　

新
居
浜
高
等
技
術
専
門
校
（
新

居
浜
市
大
生
院
）

■
内
容

　

訓
練
成
果
披
露
、
も
の
づ
く
り

教
室
、
各
種
展
示
・
即
売
、
技
能

サ
ー
ビ
ス

■
問
合
せ

　

新
居
浜
高
等
技
術
専
門
校

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

４
３

－

４
１
２
３

松
山
矯
正
展

新
居
浜
テ
ク
ノ
フ
ェ
ス
タ
'11

差
別
を
な
く
す
る
市
民
の
集
い

　
　
　
　
　
　

～
西
条
会
場
～

第
12
回
さ
い
じ
ょ
う
ク
リ
ー
ン

ウ
ォ
ー
ク

市
内
名
所
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー

西
条　

ま
ち
め
ぐ
り
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■
日
時
（
雨
天
決
行
）

　

１２
月
４
日
㈰　

８
時
～
１４
時　

■
場
所

　

総
合
文
化
会
館
（
ス
タ
ー
ト
）、

西
条
図
書
館
北
側
緑
地
（
ゴ
ー

ル
・
イ
ベ
ン
ト
）

■
コ
ー
ス

①
い
き
い
き
１０
キ
ロ
ウ
ォ
ー
ク

②
史
跡
探
訪
５
キ
ロ
ウ
ォ
ー
ク

③
環
境
・
建
築
を
学
ぼ
う
、
ま
ち

　

な
み
散
策
３
キ
ロ
ウ
ォ
ー
ク

■
定
員

　

①
②
各
１
０
０
人　

③
30
人

※
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
は
事
前
に
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト

　

俳
句
大
会
、
絵
手
紙
・
ス
ケ
ッ

チ
教
室
、
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
、
コ

ン
サ
ー
ト
、
環
境
イ
ベ
ン
ト
・
エ

コ
展
示
、
グ
ル
メ
市
場

■
申
込
先　

う
ち
ぬ
き
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
２
０
１
１
実
行
委
員
会

（
総
合
文
化
会
館
内
・
曽
我
部
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

５
５
０
０

■
日
時　

11
月
22
日
㈫

　

18
時
30
分
開
場　

19
時
開
演

■
場
所

　

総
合
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

■
内
容

　

社
会
人
落
語
日
本
一
決
定
戦
で

第
２
代
名
人
を
獲
得
し
た
豊
岡
台

病
院
院
長
枝
廣
篤
昌
氏
の
講
演
と

落
語
の
コ
ラ
ボ
。

■
申
込
方
法

　

電
話
で
入
場
整
理
券
を
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先

　

伊
予
西
条
法
人
会
事
務
局
（
西

条
商
工
会
館
３
階
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

２
０
２
５

■
日
時

　

１２
月
８
日
㈭

　

１３
時
３０
分
～
１６
時

■
会
場

　

総
合
文
化
会
館

■
対
象

　

一
般
の
求
職
者
、
来
春
高
校
以

上
を
卒
業
予
定
の
新
規
学
卒
予
定

者
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災

し
避
難
さ
れ
て
い
る
方

■
参
加
企
業

　

２５
社
（
予
定
）

※
参
加
企
業
名
は
、
事
前
に
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
。

■
問
合
せ

　

愛
媛
県
地
域
共
同
就
職
支
援
セ

ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
４
６

－

８
０
２
３

URLhttp://ehim
e-tkssc.go.jp/

goudou.htm
l

■
日
時

　

12
月
11
日
㈰　

13
時
～

■
場
所　

新
居
浜
市
民
文
化
セ
ン

タ
ー
大
ホ
ー
ル

■
内
容

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

　

新
居
浜
少
年
少
女
合
唱
団
＆
ア

　

ザ
レ
ア
コ
ー
ラ
ス

○
第
１
部

　

矢
崎
節
夫
氏
（
童
謡
詩
人
）
の

　

お
話
、
藤
間
紫
乃
弥
氏
（
舞
踊

　

家
）
の
舞
踊

○
第
２
部

　

佐
治
晴
夫
氏
（
宇
宙
物
理
学
者
）

　

の
お
話

※
手
話
通
訳
を
行
い
ま
す
。

■
入
場
料

　

２
０
０
０
円
（
高
校
生
以
下

５
０
０
円
）

■
チ
ケ
ッ
ト
発
売
場
所

　

新
居
浜
市
ま
ち
づ
く
り
協
働
オ

フ
ィ
ス
、
総
合
文
化
会
館
、
丹
原

文
化
会
館
ほ
か

■
問
合
せ

　

新
居
浜
市
ま
ち
づ
く
り
協
働
オ

フ
ィ
ス

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

６
５

－

３
１
５
８

　

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
四
国
工
場
見
学

後
の
試
飲
で
、
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ

に
加
え
月
替
わ
り
で
も
う
１
種
類

ビ
ー
ル
等
を
試
飲
で
き
ま
す
。

■
実
施
期
間

　

12
月
28
日
㈬
ま
で

※
１１
月
８
日
㈫
・
１２
月
６
日
㈫
は

　

見
学
休
業
日

■
見
学
受
付　

９
時
30
分
～
15
時

■
工
場
見
学
内
容
（
約
75
分
）

　

映
像
視
聴
、
工
場
見
学
、
試
飲

■
申
込
先
（
要
予
約
）

　

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
四
国
工
場
ご
案

内
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

７
７
７
０

■
日
時
（
小
雨
決
行
）

　

12
月
18
日
㈰　

開
会
式
９
時
～

■
コ
ー
ス

　

ひ
う
ち
陸
上
競
技
場
（
ス
タ
ー

ト
・
ゴ
ー
ル
）
～
ひ
う
ち
内
折
返

し
コ
ー
ス

■
部
門
・
区
間
・
総
距
離

○
一
般
男
子
Ⅰ　

５
区
間　

21
㎞

○
一
般
男
子
Ⅱ　

５
区
間　

10
㎞

○
一
般
女
子　
　

５
区
間　

10
㎞

○
中
学
生
男
子　

６
区
間　

18
㎞

○
中
学
生
女
子　

５
区
間　

10
㎞

※
一
般
は
高
校
生
以
上
を
対
象

■
申
込
期
限

　

12
月
２
日
㈮
必
着

■
申
込
先

○
市
庁
舎
別
館
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
５

○
東
予
運
動
公
園
事
務
所

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
６

－

０
３
６
１

○
丹
原
ま
た
は
小
松
総
合
支
所

　

総
務
課　

総
務
調
整
係

市
駅
伝
競
走
大
会（
西
条
会
場
）

笑
っ
て
健
康
に
な
ろ
う
ぜ
い（
税
）

公
開
講
演
会

金
子
み
す
ゞ
の
宇
宙

　
　
　

～
い
の
ち
こ
だ
ま
す
～

合
同
就
職
面
接
会

　
　
　
　
　
　
　
「
西
条
会
場
」

う
ち
ぬ
き
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

２
０
１
１

月
替
わ
り「
プ
ラ
ス
１
ビ
ー
ル
」

特
別
試
飲

▲昨年の駅伝大会（西条会場）

▲師走のうちぬきと史
　跡文化を堪能しませ
　んか？
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行事の日程・場所は、変更になる場合があります。

日　時 場　　所行　　事　　名

13日　8：30

20日 10：00

27日 10：00

20日　9：00

ひうち陸上競技場ほか

ビバ・スポルティア
ＳＡＩＪＯ

総合体育館

第52回社会人普及シングルス
東予地区大会

「アイクラブ」
ソフトボール教室

６日 11：00

６日　9：00

ひうち陸上競技場
付設コース

ひうち陸上競技場
付設コース

東予運動公園
テニスコート

「ボールであそぼう」指導者
養成講習会in西条

四国駅伝・四国高校駅伝

ＳＡＩＪＯチャレンジ・ザ・
スポーツ2011
ウォーキング大会

全国高校駅伝愛媛県予選

11月のスポーツカレンダー

　わら細工で「しめ飾り」、かずら細工で「花かご」を
製作します。受講料は無料ですが、材料費が必要です。
■受講時間　10時～16時（日程・会場は下表のとおり）
■定　　員　わら細工：各30人　　かずら細工：各15人
■申込方法　11月13日㈰～25日㈮の間に、本人が各会場
　　　　　　へ直接お申し込みください。

12月６日㈫・７日㈬

日　 　程

１月25日㈬・26日㈭

12月10日㈯・11日㈰

１月14日㈯・15日㈰

12月７日㈬・８日㈭

２月８日㈬・９日㈭

西条東部地域交流
センター
℡0897－55－3961

西条西部地域交流
センター
℡0897－57－6061

創作の家
℡0897－56－7493

わら細工

内　 容

かずら細工

わら細工

かずら細工

わら細工

かずら細工

会場・申込先

■伝承民具特別教室の日程と会場

■
日
時

　

１１
月
１２
日
㈯　

１０
時
～
１２
時

■
場
所

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

■
テ
ー
マ

　

建
築
家
と
考
え
る
家
づ
く
り

■
定
員

　

４０
人
（
先
着
順
）

■
申
込
先

　

西
条
地
産
地
消
の
家
づ
く
り
推

進
協
議
会
事
務
局
（
い
し
づ
ち
森

林
組
合
内
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

０
１
８
０

■
日
時　

１１
月
19
日
㈯

　
　
　
　

１３
時
３０
分
～
１５
時

■
場
所

　

西
条
図
書
館
２
階
会
議
室

■
講
師

　

愛
媛
新
聞
社
編
集
局
次
長
兼
政

治
経
済
部
長　

杉
原
俊
之
氏

■
演
題

　

身
土
不
二
か
ら
１０
年

－

農
業
に

未
来
は
あ
る
か

－

■
申
込
方
法

　

各
図
書
館
に
あ
る
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
１１
月

１８
日
㈮
ま
で
に
西
条
図
書
館
へ
持

参
・
郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
図
書
館
の
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

　

で
き
ま
す
。

■
申
込
先　

西
条
図
書
館

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

２
６
６
８

FAX
０
８
９
７

－

５
６

－

３
１
８
８

　
■
日
時

　

11
月
27
日
㈰

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所

　

総
合
科
学
博
物
館
科
学
実
験
室

■
対
象

　

高
校
生
以
上
（
子
ど
も
の
見
学

も
可
）

■
内
容

　

少
し
高
度
な
材
料
・
道
具
を

使
っ
た
科
学
実
験

■
参
加
費　

２
０
５
０
円

■
定
員　

20
人

■
申
込
期
限　

11
月
11
日
㈮

■
申
込
先

　

愛
媛
県
総
合
科
学
博
物
館

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

４
０

－

４
１
０
０

■
日
時
（
全
５
回
）

　

１１
月
１0
日
～
１２
月
８
日
の
木
曜

日　

１９
時
～
２１
時

■
場
所

　

総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

■
内
容

　

基
礎
体
力
の
向
上
、
肩
こ
り
・

腰
痛
の
予
防
・
解
消
、
肥
満
予
防

な
ど
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
士
が

基
礎
を
指
導
し
ま
す
。

■
対
象

　

高
校
生
以
上
の
健
康
な
女
性

■
定
員　

３０
人
（
先
着
順
）

■
受
講
料

　

千
円
（
保
険
代
含
む
）

■
申
込
方
法

　

受
講
料
を
添
え
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
間　

１１
月
１
日
㈫
～

■
申
込
先

　

総
合
体
育
館
内

　

㈶
西
条
市
体
育
協
会

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

３
０
０
６

「
地
産
地
消
」

○得
家
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

女
性
の
た
め
の
ウ
エ
イ
ト
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

ふ
る
さ
と
出
前
塾

愛
媛
県
総
合
科
学
博
物
館

大
人
も
熱
中
す
る
科
学
の
実
験
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【臨時休館】　11月14日㈪・28日㈪は清掃作業などのため休館します。

●日時　11月29日㈫　10時～13時
●内容　旬の魚と冬野菜を使った料理を作ります。
●講師　ターミナルホテル支配人　森仁志氏
●定員　16人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　 2,000円　　●申込期限　11月22日㈫

●日時　11月26日㈯　14時～16時
●内容　紅茶のおいしい入れ方とスコーン作り。
●講師　ティー＆テーブルコーディネーター　
　　　　合田麻起氏
●定員　20人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　 1,500円　　●申込期限　11月18日㈮

●日時　11月23日㈬　14時～15時30分
●場所　観光交流センター（伊予西条駅隣）
●内容　新感覚の食べ方提案！季節の果物と野菜
　＋チョコ＝ベジチョコのレッスンをします。
●講師　野菜ソムリエ　野村純江氏
●定員　15人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　 500円　　●申込期限　11月16日㈬■

日
時
（
全
６
回
）

　

11
月
22
日
～
12
月
９
日
の
火
・

金
曜
日　

10
時
～
12
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
内
容

　

テ
キ
ス
ト
「
筆
ま
め
」
を
使
っ

た
楽
し
い
年
賀
状
作
り

■
定
員　

14
人
（
先
着
順
）

■
対
象　

文
字
入
力
の
で
き
る
方

■
テ
キ
ス
ト
代　

千
円
程
度

■
申
込
期
間

　

１１
月
１
日
㈫
～
１２
日
㈯

■
申
込
先　

中
央
公
民
館

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
５

－

４
０
３
０

　

あ
な
た
の
大
切
な
人
を
救
う
た

め
、
救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る

ま
で
の
間
に
応
急
手
当
を
す
る
こ

と
は
、
と
て
も
重
要
で
す
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
を
含
め
た
心
肺
蘇
生
法
の
講

習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
日
時

　

１１
月
２０
日
㈰　

９
時
～
１２
時

■
場
所　

西
消
防
署
救
急
実
習
室

■
申
込
先

○
西
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

０
１
１
９

○
東
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

０
１
１
９

■
期
間

　

11
月
29
日
㈫
～
12
月
４
日
㈰

■
時
間

　

１９
時
30
分
～
２１
時
30
分
（
12
月

３
・
４
日
は
９
時
～
17
時
）

■
内
容

　

バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
・
ツ
ア
ー
、

音
響
・
照
明
操
作
の
実
習
、
公
演

で
の
作
動
実
技　

■
申
込
期
限

　

11
月
22
日
㈫

■
申
込
先

　

丹
原
文
化
会
館

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

３
５
５
５

【
紅
葉
の
石
鎚
山
麓
を
歩
く
】

■
日
時
（
毎
日
開
催
）

　

11
月
10
日
㈭
～
14
日
㈪

　

10
時
～
16
時

■
内
容

　

西
之
川
か
ら
御
樽
の
滝
、
御
塔

谷
方
面
へ
行
き
ま
す
。

■
定
員　

各
６
人

■
参
加
費

　

３
０
０
０
円
（
昼
食
は
各
自
で

準
備
）

【
大
保
木
の
小
道
を
歩
く
】

■
日
時
（
20
日
以
外
毎
日
開
催
）

　

11
月
18
日
㈮
～
23
日
㈬

　

10
時
～
14
時

■
定
員　

各
10
人

■
参
加
費

　

１
０
０
０
円
（
昼
食
は
各
自
で

準
備
）

【
草
木
染
・
ビ
ワ
で
染
め
る
】

■
日
時

　

11
月
29
日
㈫

　

９
時
30
分
～
12
時

■
定
員　

6
人

■
参
加
費　

６
０
０
円

【
申
込
先
】

　

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
９

－

０
２
０
３

※
開
催
日
の
10
日
前
ま
で
に
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
を
超

　

え
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

■
経
営
・
管
理
研
修

○
中
堅
社
員
研
修

　

11
月
19
日
㈯
・
26
日
㈯

　

申
込
締
切
…
11
月
11
日
㈮

○
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修
～
復
職

　

支
援
～

　

12
月
13
日
㈫

　

申
込
締
切
…
12
月
５
日
㈪

■
パ
ソ
コ
ン
研
修

○
エ
ク
セ
ル
実
務
操
作

　

11
月
26
日
㈯
・
12
月
３
日
㈯

　

申
込
締
切
…
11
月
11
日
㈮

○
ワ
ー
ド
実
務
操
作

　

11
月
27
日
㈰
・
12
月
4
日
㈰

　

申
込
締
切
…
11
月
14
日
㈪

○
フ
ォ
ト
シ
ョ
ッ
プ
写
真
編
集　

　

12
月
15
日
㈭
・
16
日
㈮

　

申
込
締
切
…
12
月
１
日
㈭

■
問
合
せ

　

㈶
東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

６
６

－

１
１
１
１

※
各
講
座
に
は
受
講
料
が
必
要
で

　

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

中
央
公
民
館

初
級
パ
ソ
コ
ン
講
座
Ｃ
コ
ー
ス

市
民
救
命
士
養
成
講
習
会

ホ
ー
ル
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
養
成

講
座
（
体
験
版
）

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里
体
験
教
室

東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

人
材
育
成
研
修
講
座
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▼市立幼稚園の募集園児数・問合せ先

▼私立幼稚園の定員・問合せ先

ひまわり幼稚園
氷見乙639－2
℡0897－57－7797

東予南幼稚園
石田397－1
℡0898－64－3081

多賀幼稚園
北条1504
℡0898－64－2767

国安幼稚園
国安178－1
℡0898－66－5332

燧洋幼稚園
三芳305－3
℡0898－66－4773

小松幼稚園
小松町新屋敷甲2210－1
℡0898－72－2702

３０人（30人）
１１人（30人）
８人（30人）

幼稚園名
所在地・電話番号

募集園児数
（  ）は定数

３歳児
４歳児
５歳児

３歳児
４歳児
５歳児

３歳児
４歳児
５歳児

３歳児
４歳児
５歳児

３歳児
４歳児
５歳児

３歳児
４歳児
５歳児

３５人（35人）
０人（35人）
６人（35人）

３５人（35人）
１７人（35人）
２１人（35人）

３５人（35人）
５人（35人）
５人（35人）

３５人（35人）
１８人（35人）
１２人（35人）

２０人（20人）
６人（25人）
２人（25人）

学級別

めぐみ幼稚園
朔日市623－2

℡0897－55－3442 200人

160人

175人

180人

110人

105人

　80人

105人

150人

西条栄光幼稚園
明屋敷236－17

℡0897－56－2711

西条聖マリア幼稚園
大町716－1

℡0897－55－2497

大町幼稚園
大町68

℡0897－55－4193

玉津幼稚園
玉津202－5

℡0897－55－6208

双葉幼稚園
飯岡975－1

℡0897－55－2065

神戸幼稚園
洲之内甲221

℡0897－56－3229

たから幼稚園
三津屋99

℡0898－64－2306

西山学園幼稚園
丹原町古田甲717－2

℡0898－68－7674

幼稚園名・所在地 電 話 番 号 定 員

　西条市生活研究協議会丹原支部では、地元の野菜や
漬物、手作り味噌、柿ようかんなど盛りだくさんに詰
め込んだ愛情小包「土のめぐみ」冬便を、今年も12月
26日㈪に発送します。
■料金　１個3,500円（送料・消費税込）

都市部に暮らす人たちに、安心で安全なふるさとの味を! ■申込期間　11月１日㈫～12月10日㈯
■問合せ　○生活研究グループ員　目見田　℡0898－64－0481
　　　　　　　　　　　　　　　　松　木　℡0898－68－6478
　　　　　　　　　　　　　　　　桑　村　℡0898－68－0249
　　　　　○丹原総合支所農林水産課
■郵便振替での申込み　郵便局の所定の用紙で次の口座に料金
　を振り込んでください。
口座番号：01680－0－20772　 口座名義：土のめぐみ実行委員会
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●市内小・中学生無料開放日
日時　11月５日㈯・12日㈯　10時～12時
●無料クロール教室
日時　11月26日㈯　10時30分～11時
対象　市内小・中学生
●水中モニターで水泳フォームを確認しませんか！
　当施設は水中モニターを設置しています。水中での動き
を映像にして、効果的に水泳フォームをチェックできます。
登録料　市民：無料　市外の方：1,000円（年度ごと）
使用料　300円（１回）　　ＤＶＤ録画　200円

【開館時間】10時～21時
【11月休館日】月曜日

●カブトガニアート作品展
　東予地域文化祭で描いてくれたカブトガニの絵を展示。
期間　11月10日㈭～23日㈬
ーカブトガニ幼生飼育ボランティア募集ー
　河原津海岸に放流するカブトガニの幼生を家庭で飼育し
ていただけるボランティアを募集。飼育希望の方は、11月
30日㈬までに東予郷土館にお申し込みください。
■11月５日㈯は東予地域文化祭のため10時から開館
【開館時間】９時30分～18時（土・日曜日は17時まで）
【11月休館日】月曜日、４日㈮、24日㈭

●旺玄会洋画展
　旺玄会中央展、関西展に出品した作品などと会員による
近作を展示。
期間　11月６日㈰まで
●陶芸展
　地域で陶芸を楽しんでいる方々の作品と賛助作品として
永井廣武さんの葦ペン画を展示。
期間　11月11日㈮～25日㈮
●愛蔵品展
　書画、骨董など、市民の皆さんからお借りした愛蔵品を
展示。丹原町出身作家の作品も多数展示。
期間　11月30日㈬～12月14日㈬

【開館時間】８時30分～17時
【11月休館日】月曜日、３日㈭、23日㈬

　11月の休館日　○毎週水曜日（23日開館）、24日㈭
　　　　　　　　※観光交流センターは無休
■　開館時間　８時～19時
■　入 館 料　四国鉄道文化館のみ
　　　　　　　一般：300円　小・中学生：100円

問合せ　観光交流センター内　観光振興課　℡0897－47－3575

【開館時間】オアシス：９時～18時（有料展示館の入館受付は９時30分～17時30分）
　　　　　　椿交流館：10時～22時（札止め21時30分）
【11月休館日】オアシス：無休　　椿交流館：水曜日（23日開館）

●伊藤秀哲さんの切り絵と、習字・手芸クラブの作品展
　中萩診療所内のデイサービ
スセンター「風のうた・リハ
ビリセンターなかはぎ」を利
用されている方々の作品展。
　秀哲さんは脳梗塞の後遺症
で片まひになられましたが、
ハサミやピンセットで切り絵作品を制作されており、今回
同じ施設を利用される方々の習字や手芸の作品と共に展示。
期間　11月１日㈫～29日㈫
場所　椿交流館

　四国山脈のふもとの高台から、のどかな燧灘・道前平野
の遠望を楽しみながらゆったりとくつろげる天然温泉。
　弱アルカリ性の黄金の湯に浸かって、憩いのひとときを
■料金　大人（中学生以上）：400円
　　　　小人（３歳以上小学生以下）：200円
　　　　65歳以上・身体障害者（証明書等が必要）：300円

●九州地方の陶磁器展
　小鹿田、伊万里、二川、上野、苗
代川、薩摩など九州地方の陶磁器を
展示。
期間　11月30日㈬まで
【開館時間】９時～16時30分
【11月休館日】月曜日、４日㈮、24日㈭

【開館時間】９時～17時30分
【11月休館日】水曜日（23日開館）、４日㈮、24日㈭、25日㈮

●特別展示　収蔵品特集２　「伊予の国　小松藩の人々」
　小松藩、江戸時代の代表的
な人物を紹介する展示。
　小松藩主から藩士、商人、
農民、絵師や俳人など小松に
生きた人々を紹介。
期間　11月23日㈬まで
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●木工教室
　基礎からの指導で、初めての方でも簡単に作れます。
日時　11月12日㈯・26日㈯　13時30分～15時30分
ー参加者募集ー
糸のこ機を使って、来年の干支を作ってみませんか！
定員　15人　　材料費　500円
●水彩画教室
　初めての方でも基礎から習えます。
　※用具は各自で準備。
日時　11月11日㈮・25日㈮　19時～21時
●中高年ピアノ教室
日時　11月２日㈬・16日㈬　13時30分～15時30分
対象　40歳以上の初心者
●企画展「水彩画グループ展」
　グループシュガーの水彩画を展示。
期間　11月１日㈫～25日㈮
【開館時間】９時～22時
【11月休館日】月曜日、４日㈮、24日㈭

▼　プラネタリウム情報　▼

ガチャピン・ムックのプラネタリウムで遊んじゃおう
投影開始時間（10分前にはお越しください。約40分投影）
　○火～金曜日：13時30分、15時
　○土・日曜・祝日：11時、13時10分、14時20分、15時30分
　※第２・４土曜日の11時の１回目は観覧料無料です。
観覧料　50～200円（65歳以上の方は無料）

【開館時間】８時30分～17時
【11月休館日】月曜日、４日㈮、24日㈭

電子工作
七色ライト

行事・教室名 日　　時 備　　　　考 行事・教室名 日　　時

小・中学生
小学１～３年生は初級コース

小学生　定員：15人
材料費：500円

小学４年生以上　定員：８人
４年生は保護者同伴
申込期限：11月５日㈯

将棋教室 27日㈰
13：30～15：00

七宝焼教室 20日㈰
13：30～15：30

小学生以上　定員：15人
材料費：350円
作品のお渡しには３週間ほどかかります

６日㈰～全５回
毎週日曜日
14：00～16：00

秋の工作あそびをしよう！ 23日㈬
10：00～12：00

３日㈭
10：00～12：00

おもしろ紙ねんど教室
サンタクロース

12日㈯
10：00～12：00

かみしばい・なぞなぞ
絵本の読み聞かせなどおはなしのへや

楽しい英語絵本の読み聞かせストーリーテリング

こどもの国　11月の行事予定表

毎週土曜日
11：00～11：30

エコクラフト
かんたんかご作り

26日㈯
13：30～15：30

小学生　定員：20人
材料費：500円

地球探検
南海地震にそなえて

27日㈰
10：00～12：00

小学生　定員：15人
※館内で行います

小・中学生
小学１～３年生は初級コース

13日㈰
13：30～15：00

５歳～小学生　定員：20人
幼児は保護者同伴　材料費：200円

木彫教室 27日㈰
13：30～15：30

小・中学生　定員：10人
材料費：30～400円　必要な物：絵の具道具
小学１～３年生は保護者同伴

ポーセラーツ
オリジナルの食器作り

３日㈭
13：30～15：30

５歳～小学生　定員：30人
幼児は保護者同伴　材料費：500円
作品のお渡しには１週間ほどかかります

パソコン教室

押し花教室

囲碁教室

備　　　　考

定員制の行事や教室は早めに、直接または電話でこどもの国へ予約してください。
※12月の行事予定表は11月15日㈫からこどもの国にあります。

小学生
定員：各20人
材料費：300円
申込期限：11月２日㈬正午
※定員を超えた場合は抽選

焼きいも大会
Let’sクッキング

①５日㈯
②13日㈰
10：00～12：00

電子工作
電子サイコロ

６日㈰
10：00～12：00

小学生　定員：10人
１～３年生は保護者同伴

絵画教室 小学２～６年生　定員：15人
必要な物：絵の具道具

19日㈯
10：00～12：00

イラスト教室 小学３年～中学生
定員：15人　材料費：100円

19日㈯
13：30～15：30

小学生　定員：15人
材料費：100円　申込期限：11月15日㈫
※定員を超えた場合は抽選
５歳～中学生　定員：10人
材料費：250円　必要な物：エプロン
小学３年生以下は保護者同伴

染め物教室 26日㈯
10：00～12：00

小学生以上　定員：60人
小学１～３年生は保護者同伴

太陽や星を見る会
冬の星座と木星

26日㈯
19：00～20：30

毎週土・日曜日
（５・13日を除く）
14：00～14：30

【開館時間】９時～17時
【11月休館日】月曜日、４日㈮、24日㈭

●特別展示　小松藩主の書
　江戸時代初期、伊予西条藩一柳家と同族であった伊予小
松藩一柳家歴代藩主の書や扁額を展示。
（展示協力：小松温芳図書館・郷土資料室）
期間　11月１日㈫～29日㈫
●郷土史講座　こんぴら・へんろ道しるべと領界石めぐり
日時　11月17日㈭　８時30分～17時
講師　西條史談会副会長　吉本　勝氏
定員　16人　　参加費　700円（昼食代、高速料金）
申込期限　11月12日㈯　※参加費も申込時に集めます。

●かずら細工展
　大保木公民館のかずら細工
教室の作品展。自然の姿をか
ずら細工で表現しています。
期間　11月２日㈬～29日㈫
●火おこし体験
日時　11月６日㈰・20日㈰　11時～15時
※体験希望の方は、考古歴史館までお申込みください。
●考古歴史館研修旅行　－参加者募集ー
日時　11月17日㈭　８時30分～17時
研修先　広島県立歴史博物館、尾道、鞆の浦など
参加費　3,500円　　申込期限　11月10日㈭　16時

【開館時間】９時～17時
【11月休館日】月曜日、４日㈮、24日㈭
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●リトミック（要申込）
　11月８日㈫　　定員：各クラス親子10組
　①10時～10時30分　　　１歳６カ月～２歳未満のクラス
　②10時45分～11時15分　２歳以上のクラス
●ゲーム遊び（要申込）
　11月12日㈯　14時～15時30分
　対象：小学生　　定員：15人
●紙ヒコーキ作り（要申込）
　11月26日㈯　10時30分～11時30分
　対象：小学生　　定員：15人
■乳幼児相談
　11月11日㈮　９時30分～11時
　保健師と保育士による乳幼児相談。　必要な物：母子手帳

●こどもフェスティバル
　11月６日㈰　10時30分～13時
　手作りの遊びコーナー、おもちゃ作りコーナー、くじびき、
　バザーなど
●茶道クラブ
　11月12日㈯　10時～12時　　対象：幼児・小学生
●焼きいも大会
　11月12日㈯　14時～16時　　対象：幼児・小学生
●リズム教室
　11月19日㈯　10時30分～11時30分　対象：幼児～小学３年生
■乳幼児相談
　11月16日㈬　９時30分～11時
　保健師と保育士による乳幼児相談。　必要な物：母子手帳

●みんな集まれ！　放課後ドッジボール大会
　11月２日㈬・30日㈬
　16時～16時50分　　対象：小学生
●やきいも大会（要申込）
　11月19日㈯　10時30分～12時
　対象：幼児・小学生
　定員：30人
●ＶＹＳと遊ぼう「ｍｙフォト飾り」（要申込）
　11月20日㈰　10時～12時
　対象：幼児・小学生　　定員：30人
　今日の思い出を写真に残し、デコレーションしよう。

●いもほりと焼いも（要申込）
　11月12日㈯　10時～
　対象：幼児・小学生　　定員：20人
●こども映画会「借りぐらしのアリエッティ」
　11月19日㈯　13時30分～15時
●リトミック（要申込）
　11月22日㈫　10時30分～11時
　対象：２歳～未就学児　　定員：親子10組
●かんたん工作「クリスマスツリー」（要申込）
　11月26日㈯　13時30分～
　対象：幼児・小学生　　定員：15人

【開館時間】８時30分～17時　　※幼児は、必ず保護者同伴でお越しください。
【11月休館日】月曜日、23日㈬

【開 館 時 間】西条図書館：９時～22時
　　　　　　　東予図書館：９時～19時（５日は10時開館）
　　　　　　　丹原図書館・小松温芳図書館：９時～19時
【11月休館日】
　西条図書館：30日㈬　
　東予図書館：月曜日、４日㈮、24日㈭、30日㈬
　丹原図書館：金曜日、７日㈪、24日㈭、30日㈬
　小松温芳図書館：水曜日（23日開館）、４日㈮、24日㈭、25日㈮

●４日・18日（金曜日）
オレンジハイツグラウンド　10：00～10：40
グリーンハイツグラウンド　10：50～11：30
玉津小学校　　　　　　13：00～13：30
田滝小学校　　　　　　14：20～14：50
田野公民館　　　　　　15：10～15：20

●11日・25日（金曜日）
船屋集会所　　　　　　10：00～10：40
玉津団地集会所　　　　10：50～11：20
西条小学校　　　　　　13：00～13：30
桜樹公民館　　　　　　14：30～15：00

●５日・19日（土曜日）
楠河公民館　　　　　　10：00～10：30
庄内小学校　　　　　　10：50～11：20
国安公民館　　　　　　11：40～12：00
多賀小学校　　　　　　13：10～13：40
周布小学校　　　　　　13：50～14：20
吉井公民館　　　　　　14：30～15：00
伊曽乃神社鳥居前　　　15：20～15：40

●13日・27日（日曜日）
千野々バス停前　　　　９：30～10：00
兎之山集会所　　　　　10：20～10：50
舟形バス停横　　　　　11：00～11：30
大郷集会所　　　　　　13：30～14：00
志川集会所　　　　　　　　　　　14：20～14：50
中川公民館　　　　　　15：00～15：30

※11月１日より旧大町公民館は、新しく
　ウイングサポートセンターとしてオー
　プンしております。

●14日・28日（月曜日）
野々市集会所　　　　　10：00～10：30
旧西田郵便局横　　　　10：40～11：10
壬生川小学校　　　　　13：00～13：30
東予北地域交流センター　13：50～14：20
庄内公民館　　　　　　14：40～15：20

●８日・22日（火曜日）
飯岡西原集会所　　　　10：00～10：40
飯岡戻川集会所　　　　10：50～11：20
橘小学校　　　　　　　13：00～13：30
西条西部公園　　　　　13：40～14：10
石根公民館　　　　　　14：30～15：00

●２日・16日（水曜日）
大谷西　　　　　　　　10：00～10：30
西福寺入口　　　　　　10：40～11：10
神戸小学校　　　　　　13：00～13：30
神戸公民館　　　　　　13：40～14：10
氷見公民館　　　　　　14：20～14：50
ウイングサポートセンター　15：10～15：40
（旧大町公民館）

●９日・23日（水曜日）
橘公民館　　　　　　　10：00～10：30
新御堂児童公園　　　　10：40～11：10
飯岡小学校　　　　　　13：00～13：50
生涯学習の館　　　　　14：00～14：40
港新地集会所　　　　　14：50～15：20
●３日・17日（木曜日）
若葉町みんなの広場　　10：00～10：30
ファミリーハイツ北公園　10：40～11：20
禎瑞小学校　　　　　　13：00～13：30
徳田公民館　　　　　　14：00～14：40
吉岡公民館　　　　　　15：00～15：30

西条図書館
○ぴょんぴょんお話会
　11月12日㈯　15時～16時　　対象：幼児
○ぴよぴよお話会
　11月16日㈬　10時～11時　　対象：乳幼児以上
東予図書館
○ころころどんぐりお話会
　11月16日㈬　10時30分～　　対象：乳幼児以上
丹原図書館
○おはなし会
　11月12日㈯　14時～15時　　対象：幼児以上
　11月17日㈭　10時30分～11時　　対象：乳児
小松温芳図書館
○おはなし会
　11月26日㈯　10時30分～　　対象：幼児以上
※その他の講座は各館で配布の「図書館だより」をご覧ください。
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。
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友
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も
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れ
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相
手
を
思
い
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な
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と
な
り
出
て
く
る
も
の
で
す
。

　

　株式会社石鎚観光の白石文高代表取締役より、10月７
日に石鎚山系の山々や花の写真で作られたパネルが寄贈
されました。写真は国民宿舎「石鎚」責任者の石丸勝利
主任が撮影したもので、石鎚の春夏秋冬や時間の移り変
わりが色鮮やかに表現されています。
　白石氏の「石鎚の美しい四季を感じてもらいたい」と
の思いを受け、今後市で活用していきます。

　９月３日に西条出身の現代美術家、矢原繁長氏よりご
自身の現代美術作品「沈黙の詩」が西条図書館に寄贈さ
れました。
　本作品は平成７年に発生した阪神・淡路大震災当時の
記憶が忘れられていくことに危機感を抱き「記憶の中で
風化させることなく、後世に伝え、前進してほしい」と
の思いで制作されたもので、郷土西条でのふるさと出前
塾で講演を行う
にあたり、寄贈
されました。
　作品は自由に
鑑賞できるよう
西条図書館２階
ラウンジに展示
しておりますの
で、ぜひご覧く
ださい。

石鎚山系の写真パネルが寄贈されました

　女性に対する暴力の一つ、配偶者からの暴力は、犯罪
となる行為をも含む重大な人権侵害です。一人で悩まな
いで、早めに相談してください。秘密は厳守します。
■相談機関
○愛媛県婦人相談所（月～金）　　　　　℡089－927－3490
○愛媛県男女共同参画センター（火～日）℡089－926－1644
○愛媛県警察本部（相談専用電話）　　　℡0120－31－9110
○市庁舎別館女性児童福祉課（月～金）　℡0897－52－1373
　※女性児童福祉課では、専門相談員によるＤＶ相談を毎週水曜
　　日に行っています。

11月12日～25日は
女性に対する暴力をなくす運動期間

■
個
人　
　

○
岡
本
千
惠
子
（
今
在
家
）

○
久
米　

治
（
北
条
）

○
近
藤
ヱ
ツ
子
（
三
津
屋
南
）

○
玉
井
由
美
子
（
壬
生
川
）

○
青
野
正
一
（
高
田
）

○
近
藤
律
夫
（
新
町
）

○
櫛
部
洋
造
（
広
岡
）

○
竹
田
照
政
（
三
芳
）

■
各
種
団
体

○
松
田
歌
謡
教
室

○
㈱
こ
っ
こ
ー

○
小
松
歌
謡
ク
ラ
ブ

ま
ご
こ
ろ
銀
行
へ

　

次
の
方
々
か
ら
ご
厚
志
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
順
不
同　

敬
称
略
）
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　キウイフルーツは、風邪予防や疲労回復、肌荒れなどに効果的
なビタミンＣを特に多く含んでいるほか、ビタミンＥも含むので
相乗効果により老化を抑制する効果があります。
　たんぱく質を分解する酵素が含まれているため、肉や魚と一緒
に食べると消化吸収を助け、胃もたれを防いでくれます。また、
食物繊維が多いので整腸作用もあります。

栄養士チェック

　『朝の果物は金』という言葉を聞いたことがあり
ますか？　朝起きて果物を食べることで、寝ている
間に失われた水分とブドウ糖をすばやく補給するこ
とができ、その日１日をとても気持ちよくスタート
できます。
　この朝の果物におススメなのが、キウイフルーツ
です。半分にカットしてスプーンを添えるだけ。手
軽にビタミンＣ・Ｅをたっぷり取ることができます。

ムース
キウイフルーツ（コンポート）‥‥ 320ｇ
グラニュー糖‥‥‥‥‥‥‥ 58ｇ
板ゼラチン‥‥‥‥‥‥‥‥ 10ｇ
生クリーム‥‥‥‥‥‥‥ 218ｇ

材　料（150ml カップ７個分）

レモン汁‥‥‥‥‥‥‥1/2個分
リキュール（キルシュ等）‥適宜
カステラ（またはスポンジケーキ）
　　　　　　‥‥‥‥‥ ４切れ

飾り用
キウイフルーツ（生）‥‥ 適宜 ホイップクリーム‥‥‥‥‥適宜

エネルギー‥‥‥‥‥‥  363kcal
脂肪‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 18.8ｇ

栄養価（１個当たり）
タンパク質‥‥‥‥‥‥‥ 4.6ｇ

キウイのコンポート
キウイフルーツ‥‥‥‥‥ ６個
水‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 250ml

砂糖‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 150ｇ

　　　　　　　　　　　マリアージュ　石川　勉さん
　　　　　　　　　　　　地元の農家から仕入れた、新鮮な
　　　　　　　　　　　果物をたっぷり使った洋菓子を主に
　　　　　　　　　　　作っています。キウイフルーツには、
　　　　　　　　　　　美容と健康に良い酵素がたっぷり詰
まっています。その成分によって、ゼラチンが固まらないの
で先にコンポートにします。ムースの上に生果を飾って、キ
ウイフルーツのパワーを丸ごといただきましょう。

①　コンポート用のキウイフルーツの皮をむいて鍋に入れ、
　砂糖と水のシロップで10分煮たら、火を止めて粗熱を取る。
②　①の水気を取り、ミキサーにかけ、レモン汁、グラニュ
　ー糖、湯せんで溶かした板ゼラチンを加える。
③　生クリームを八分立てにして②に合わせ、リキュールで
　香りをつける。
④　器に③を少量流し入れ、その中心にカットしたカステラ
　を置き、さらに③を流し入れた後、30分冷蔵庫で冷やす。
⑤　カットした生のキウイフルーツとクリームで飾り付ける。
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を
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ニ
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。
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べ
糖
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が
高
く
、
20
度
前
後
。

作付面積：66.8ha
収穫量：1,191.1t
　（緑色と黄色のキウイ）
参考：平成21年
　　　愛媛県果樹統計資料

　よいキウイは皮の色に黒ずみが
なく明るい薄茶色で傷がないもの。
香りが出てきて、縦に押すと少し
へこむくらいが食べごろです。
　固いときは、リンゴやバナナと
一緒にビニール袋に入れておくと、
２、３日で柔らかくなります。熟
したキウイフルーツは、少し冷や
して食べましょう。

野菜ソムリエ
桐野　順さん
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9/24  めざせ! 交通事故ゼロ社会  交通安全市民大会

9/29  心豊かな21世紀を  老人福祉大会

10/1  赤い羽根共同募金 皆さんの善意を呼びかけ

9/19  四国鉄道少年団が四国鉄道文化館で清掃活動

今年も皆さんの輝く笑顔の花が会場を埋め尽くしました  　市内各地区で敬老会を開催

　今年も赤い羽根共同募金運動が始まりました。西条市共同募金
会でも運動初日に出発式を行った後、市内各所で街頭募金活動を
展開しました。玉津地区のスーパーマーケット店頭では、玉津保
育園児らがかわいい声で善意の募金をよびかけていました。
　この運動は、皆さまの温かい心に支えられています。

　秋の全国交通安
全運動の期間中に
開催された大会に
は、交通安全啓発
活動に携わってい
る約160人が参加
し、功績のあった
方々の表彰などが
行われました。
　また代表児童に
よる交通安全作文
の朗読もあり、会
場の皆さんは交通
事故防止への取り
組みに決意を新た
にしていました。

▲
み
ん
な
の
力
で
ピ
カ
ピ
カ
に

▲

作
文
を
朗
読
し
た
川
又
葵
さ

ん（
右
）と
加
藤
実
乃
里
さ
ん

▲

温
か
い
心
に
触
れ
ま
し
た

▲
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

▲ 周布地区 ▲ 小松地区

▲ 吉井地区 ▲ 楠河地区

▲ 西条地区 ▲ 多賀地区

▲

神
拝
地
区

▲

壬
生
川
地
区

　老人クラブ会員など約700人が集い
開催された大会では、活動功労者の表
彰や金婚式を迎えたご夫婦を顕彰しま
した。また、数え年100歳の高橋茂納
さんに、保育園児が花束を贈りご長寿
をお祝いしました。
　引き続いて、夕日のミュージアムの
若松進一名誉館長による、ユーモアを
交えた講演も行われました。

　毎年９月は、多年にわたり社会に貢献されてきた高齢者の方々を敬愛し、長寿を祝い、長年のご苦労に感謝する敬老月間です。
　今年もこの月間に合わせて、春季に行った丹原地区を除く市内各地区で、ご長寿とご健康を願う敬老会が開催されました。どの会
場も、地元の婦人会や自治会などの皆さんのご尽力によって、多くの皆さんが会場を訪れ、楽しいひとときを過ごしていました。特
に園児や小学生らのアトラクション、また、地元の有志の方による踊りや歌・楽器演奏などの披露では、ステージと会場が一体とな
り、手拍子をしたり一緒に歌ったりと、ほのぼのとしたなごやかな光景が繰り広げられていました。

　四国鉄道少年団の児童・生徒ら25人が、四国鉄道文化館に展示
している新幹線とＤＦ50型機関車の清掃をしました。松山市や高
松市から来館した団員は、元運転士の玉乃井克守さんの指導のも
と、車体のほこりや油汚れを取り除き、また普段は見られない新
幹線の車両前部にある連結器も興味津々に磨き上げました。
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　安永年間に干拓に
よって造成された禎
瑞新開。当時、西条
藩庁は汐取り川での
入漁を禁じていまし
たが、日時を決めて
一般に開放していた
そうです。その伝統
を今に伝える乙女川
の川狩りが今年も行
われました。煙火の
合図でいっせいに投
網の花が開いて、釣
り糸が投じられまし
た。さて、大漁とな
ったのでしょうか？

　金子みすゞ記念館の矢崎節夫館長と女優の小林綾子さんを講師
に迎え開催した文化講演会には約900人が参加し、金子みすゞさ
んの作品解説や詩の朗読などが行われました。人間関係の希薄化
が言われる現代社会。金子さんの作品に共通する他者への思いや
り「みすゞのこころ」を感じられる心に残る講演会でした。

10/1 文化講演会「みんなちがって、みんないい」10/1 学校給食試食会 ～地元食材を使った学校給食を～

必要とされる日本人でありたい  青年海外協力隊員が出発報告10/2 乙女川 川狩り ～藩政時代からの伝統行事～

10/1 陸上競技教室
10/2 市民元気ジャンプアップスポーツ

ス ポ ー ツ の 秋 、 真 っ 盛 り ！　 爽 や か な 汗 が 光 る　
次 世 代 育 成 支 援 ス ポ ー ツ 事 業

9/23 バスケットボール教室

▲

今
の
時
代
に
求
め
ら
れ
て
い
る「
み
す
ゞ
の
こ
こ
ろ
」

▲

経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
指
導
で
し
た

▲ 一人ひとりのフォームをチェックする高野先生

▲
お
体
に
は
気
を
つ
け
て…

▲

記
録
も
ア
ッ
プ
？

　西条市の食材を使っ
た学校給食を、普段の
学校でのスタイルで一
般の皆さんに体験して
いただくことにより、
学校給食に対する理解
を深め、地産地消の良
さを知ってもらうこと
を目的に開催した試食
会も、今回で３回目に
なります。文化講演会
に併設した会場には多
くの皆さんが訪れ、自
らが給食を食べていた
時代を懐かしむ声など
が聞かれました。

　青年海外協力隊員と
して、インドネシアに
赴任する杉野好美さん
(上市)、ガーナに赴任
する鈴木雅枝さん(福
武)、ラオスに赴任す
る高橋里佳さん(石田)
の３人が出発を前に市
役所を訪れ抱負を語っ
てくれました。３人は
それぞれ２年間、保健
師・栄養士・小学校教
諭として開発途上国の
支援に当たります。帰
国後の体験談を楽しみ
にしています。

　元全日本代表
で現在新居浜商
業高校女子バス
ケットボール部
監督の窪田夕子
先生を講師に迎
え、東予体育館
で開催したバス
ケットボール教
室には、小学生
約90人が参加し
ました。
　パスやドリブ
ルなどの基本技
術に関する指導
を受けた後は、
高校生相手のミ
ニマッチで実践
的なテクニック
も学びました。

　陸上400ｍ走の日本記録保持者であり、
日本陸連強化委員長の高野進先生が講師を
務める陸上競技教室が、ビバ・スポルティ
アＳＡＩＪＯで開催され、小学生約60人が
参加しました。短距離を早く走るための腕
の振り方や足の上げ方など世界トップレベ
ルの理論と細かい指導に、参加した子ども
たちは聞き漏らすまいと必死でした。

　「走る・投げ
る・跳ぶ」の、
運動の基本三要
素を取り入れた
能力測定を行う
ことで、現在の
自分の体力を認
識し、今後の健
康づくりと体力
向上を図ること
を目的に開催し
た、市民元気ジ
ャンプアップス
ポーツ。
　特別講師とし
て参加いただい
た、高野進先生
（右の項参照）
には、測定前に
走り方の極意を
伝授いただきま
した。

お
詫
び
と
訂
正　

10
月
号
27
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
「
子
ど
も
を
守
る
医
療
応
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
写
真
の
説
明
文
で
、
講
師
の

先
生
の
お
名
前
を
「
橋
本
先
生
」
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
「
藤
本
先
生
」
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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▲愛媛県外国語指導助手
　ガヴィン・キーリーさん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皆さん、こんにちは。私の名前はガヴィン・キーリーです。アイ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルランドのダブリン市の近くが出身です。私は22歳で、２カ月前に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西条市に来ました。西条高校のＡＬＴです。ほかにも西条市と新居
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浜市の高校の５校で教えています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主な趣味は音楽です。大学で音楽を専攻し、自分で作曲するのが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　好きです。いずれ、作曲家になりたいと思います。ほかの趣味は旅
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　行です。14カ国に行ったことがあります。
　　この度、初めて日本に来ました。今までのところ、西条市での生活をとても楽しんでいます。最初は、周りに
　ほかの外国人があんまりいなくて、自分は日本語ができないので緊張をしていたけれども、職場の同僚も、地域
　の方々も親切なので、西条市の生活になじめるように世話してくれました。
　　すでに日本で英語の先生として勤めている友達がいて、彼らに「日本はとても楽しくていいところだから、ガ
　ヴィンも来たらどう？」と勧められました。そして、私もアイルランドにいる友達に来年日本での就職を勧めて
　います。
　　アイルランドはヨーロッパの中にあり、イギリスの横に位置しています。日本に比べたらとても寒い国です。
　日本の夏は暑いです。日本の食べ物も、アイルランドと大きく違います。日本はアイルランドのように美しいけ
　れど、その美しさが全然違うところが気に入っています。できるだけ日本中を旅行したいと思っています。特に
　北海道の雪祭りに行きたいです。
　　私は双子で、弟がロンドンに住んでいます。彼も旅行大好きです。彼と私のお母さんは桜が咲く季節に日本に
　来ます。その季節は日本を旅するのに一番いいと聞いたからです。
　　日本語がまだできないけれど、日本語のレッスンを受けているので、西条市の皆さんと話をし、友達がつくれ
　るように努力します。皆さん、お会いできることを楽しみにしています。よろしくお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳：国際交流員ケイレブ

ガヴィン・キーリーの
　　　　　　自己紹介
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定 期 無 料 相 談
■行政相談
○11月１日㈫　13時～15時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
○11月８日㈫　９時～12時　丹原福祉センター
○11月22日㈫　９時～12時　徳田公民館　　
　問合せ　丹原総合支所総務課　℡0898－68－7300内線230
○11月８日㈫　13時～15時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
○11月18日㈮　13時～15時　小松農村環境改善センター
　問合せ　小松総合支所総務課　℡0898－72－2111内線218
■人権相談
○11月18日㈮　13時～17時　小松農村環境改善センター　
　問合せ　小松総合支所総務課　℡0898－72－2111内線218
○月・水・金曜日（祝日除く）　９時～16時
　松山地方法務局西条支局人権相談室
　問合せ　西条人権擁護委員協議会　℡0897－56－0188
■法律相談
　弁護士による法律相談（定員15人、１人15分）
　事前予約が必要。（予約受付は11月１日㈫～）
○11月９日㈬・22日㈫　13時～17時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1493
○11月16日㈬　13時～17時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
■消費生活相談　　月～金曜日（祝日除く）
○８時30分～17時15分　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1495
　　　　　　　　　　　各総合支所総務課（電話番号は７頁上段掲載）
○９時～19時　愛媛県消費生活センター　℡089－925－3700
■司法書士法律無料相談（多重債務相談を含む）
　11月15日㈫　10時～12時（受付は11時15分まで）
　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　愛媛県司法書士会　℡0898－68－3373　担当：池田
■社会保険出張相談
　11月16日㈬　10時～15時30分　西条商工会議所
　問合せ　新居浜年金事務所　℡0897－35－1362
　年金定期便のお問い合わせは専用ダイヤル0570－058ー555へ
■社会保険等相談
　11月10日㈭　10時～16時　市民会館２階（東予総合支所隣）
　問合せ　市庁舎本館商工労政課　℡0897－52－1482
■不動産無料相談
　11月８日㈫　13時～15時
　西条宅建協会事務所（明屋敷57-11　兵庫ビル２階）
　問合せ・主催　西条宅建協会　℡0897ー55ー0988
■無料不動産相談
　11月10日㈭　13時～15時
　西条商工会議所東予支所　℡0898－64－5000
　主催　宅建協会周桑支部、西条商工会議所

■子育て相談
◆カウンセラーによる専門的相談（教育・発達、医療など）
　土・日曜日　10時～16時　総合福祉センター（もてこい元気館）
　問合せ　地域子育て支援センター「ひだまり」℡0897－55－1018
※11月19日㈯　10時～12時「らっこ・はうす」（東予南保育所内）
　でも専門的相談を実施します。
◆平日の子育て相談（地域子育て支援センター）
　○ひだまり　　総合福祉センター内　℡0897－55－1018
　○おさなごゆめの城　飯岡保育園内　℡0897－55－2311
　○らっこ・はうす　東予南保育所内　℡0898－64－3112
　○たんぽぽくらぶ　小松東保育所内　℡0898－72－2538
　○さくらんぼ　中川さくら保育園内　℡0898－73－2141
■女性児童各種相談　受付時間：８時30分～17時15分
◆家庭児童相談　月～金曜日（祝日除く）
　市庁舎別館女性児童福祉課、東予総合支所市民福祉課
◆婦人相談（ＤＶ相談含む）
　月・火・木・金曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　毎週水曜日（祝日除く）　　　　　東予総合支所市民福祉課
◆母子自立相談
　火・水・金曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　月・木曜日（祝日除く）　　　東予総合支所市民福祉課
◆ＤＶ専門相談（夫やパートナーからの暴力についての相談）
　毎週水曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　問合せ　市庁舎別館女性児童福祉課　℡0897－52－1373
　　　　　東予総合支所市民福祉課　　℡0898－64－2700
■心配ごと相談
○総合福祉センター（もてこい元気館）　℡0897－53－0880
　月～金曜日（祝日除く）　13時～16時
○東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）　℡0898－64－2600
　月・金曜日（祝日除く）　９時～12時
○丹原福祉センター　℡0898－76－2433
　毎週火曜日（祝日除く）　９時～12時
○小松地域福祉センター　℡0898－72－6363
　第２・４水曜日（祝日除く）　13時～16時
　問合せ・主催　社会福祉協議会　各支所
■補聴器相談会
　11月16日㈬　10時～15時　市庁舎本館１階 102会議室
　　　　　　　　　　　　　東予総合支所１階第１会議室
　問合せ　市庁舎別館社会福祉課　℡0897－52－1214
■精神障害者の家族相談会
　11月17日㈭　13時30分～15時30分
　総合福祉センター２階 社会活動団体室
　問合せ　さくら家族会（さくらんぼハウス内）℡0897－53－1803
■お酒の悩み相談
　11月23日㈬　18時～19時　総合福祉センター３階会議室１
　問合せ　西条断酒会　℡0897－55－8030　担当：辻本
■青少年電話相談
◆ヤングテレホン　月～金曜日（祝日除く）　８時30分～17時
　℡0897－52－2828（青少年育成センター）
◆いじめ相談ダイヤル24　毎日24時間受付
　℡0570－0－78310（ＰＨＳ・ＩＰ電話は℡089－960－8522）

■全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間
　夫やパートナーからの暴力「ＤＶ」、職場等におけるセク
シュアル・ハラスメント、性犯罪、ストーカー行為、女性差
別、離婚問題等の家庭内問題など、女性の人権問題に関する
あらゆる相談に電話で応じます。※予約不要、無料、秘密厳守
日時　11月14日㈪～20日㈰
　　　月～金曜日　８時30分～19時　　土・日曜日　10時～17時
電話番号　０５７０－０７０－８１０（ＩＰ電話は利用不可）
相談担当　人権擁護委員、法務局職員
問合せ　松山地方法務局　℡089－932－0888
■犯罪被害者週間　～被害者、被害者の遺族をみんなで支援～
　毎年11月25日から12月１日までの１週間は、「犯罪被害者
週間」です。被害者や被害者の遺族の心情を理解し、社会復
帰を支援しましょう。

■東予若者サポートステーション出張相談会
日時　11月８日㈫・22日㈫　13時～17時
場所　ハローワーク西条
対象　おおむね40歳未満で就業していない方、その保護者
問合せ　東予若者サポートステーション　℡0897－32－2181
　　月～水・金曜日：10時～18時　　木曜日：11時30分～19時30分
■犯罪被害者相談窓口へご相談ください
　～犯罪被害で悩んでいる方へ～
　一人で悩まず、下記の相談窓口にご相談ください。
【警察総合相談電話窓口】
　０１２０－３１－９１１０または＃９１１０
【ＮＰＯ法人こころの支援センターえひめ】
　０８９－９０５－０１５０
　毎週火・木・土曜日　10時～16時（祝日・年末年始除く）
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せ
ち
が
ら
い
世
の
中
に
な
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

　

最
近
、
職
場
で
の
い
じ
め
に

よ
っ
て
、
う
つ
状
態
に
な
っ
て
休

職
す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

◆
う
つ
病
の
変
化

　

20
年
ほ
ど
前
は
「
う
つ
病
」
と

言
え
ば
、
こ
と
さ
ら
理
由
も
な
い

の
に
、
ゆ
う
う
つ
気
分
や
意
欲
の

低
下
が
起
こ
っ
て
、
生
活
に
支
障

を
き
た
す
状
態
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
が
、
社
会
情
勢
の

変
化
に
伴
い
、
環
境
の
つ
ら
さ
に

よ
っ
て
、
う
つ
病
を
発
症
す
る
ケ

ー
ス
が
増
え
て
い
る
の
で
す
。

　

自
殺
者
は
年
間
３
万
人
を
超
え

て
か
ら
、
そ
の
ラ
イ
ン
を
下
げ
る

様
相
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

交
通
事
故
で
の
死
亡
者
数
は
、

１
９
９
０
年
に
は
１
万
１
千
人
だ

っ
た
の
が
、
２
０
０
９
年
に
は
、

５
千
人
と
半
減
し
て
い
ま
す
。
交

通
戦
争
と
さ
さ
や
か
れ
た
時
代
も

あ
り
ま
し
た
が
、
今
や
自
殺
者
は

交
通
事
故
死
亡
者
の
６
倍
以
上
と

な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

◆
「
こ
こ
ろ
」
と
は

　

こ
れ
に
伴
い
、
う
つ
病
、
あ
る

い
は
、
そ
の
疑
い
で
心
療
内
科
、

精
神
科
を
受
診
す
る
方
も
増
え
ま

し
た
。
「
こ
こ
ろ
の
時
代
」
と
銘

打
っ
て
開
催
さ
れ
る
講
演
も
増
え

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
私
は
疑
問
に
思
い
ま

す
。

　

一
体
、
何
が
こ
こ
ろ
の
時
代
な

の
で
し
ょ
う
か
？

　

心
が
豊
か
な
の
で
す
か
？

　

い
え
い
え
、
そ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

心
を
大
切
に
し
な
い
と
い
け
な

い
時
代
な
の
で
す
か
？

　

そ
ん
な
こ
と
は
当
た
り
前
で
す
。

昔
か
ら
そ
う
で
し
た
。

　

こ
こ
ろ
、
こ
こ
ろ
と
、
こ
と
さ

ら
に
訴
え
る
理
由
は
、
実
の
と
こ

ろ
「
人
の
こ
こ
ろ
を
大
切
に
し
な

い
時
代
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

発
生
す
る
、
そ
の
飢
餓
感
」
が
大

き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

◆
「
自
分
」
と
「
人
」
を
大
切
に

　

こ
れ
に
対
し
て
、
ま
ず
、「
自

分
を
大
切
」
に
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

こ
の
場
合
の
自
分
を
大
切
に
す

る
こ
と
は
、
人
を
押
し
の
け
た
り
、

自
分
が
有
利
な
よ
う
に
事
を
運
ん

だ
り
、
自
分
を
甘
や
か
す
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

自
分
に
と
っ
て
、
必
要
な
休
息

を
取
る
、
息
抜
き
を
す
る
、
理
不

尽
な
こ
と
に
対
し
て
理
不
尽
と
い

う
、
趣
味
を
楽
し
む
、
家
族
と
く

つ
ろ
ぐ
時
間
を
持
つ
、
そ
し
て
人

と
語
ら
う
。
う
つ
病
が
増
え
て
い

る
の
は
、
ス
ト
レ
ス
の
他
、
人
間

関
係
の
希
薄
さ
も
関
係
し
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
と
と
も
に
、
人
を
大
切
に

す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
人
を
お

ろ
そ
か
に
す
る
と
、
鏡
が
光
と
影

を
映
し
出
す
よ
う
に
自
分
の
身
に

よ
く
な
い
こ
と
が
返
っ
て
き
ま

す
。
愚
痴
や
悪
口
を
言
っ
て
い
る

と
、
め
ぐ
り
め
ぐ
っ
て
、
運
気
が

下
が
り
ま
す
。

　

文
句
を
よ
く
言
う
習
慣
が
あ
る

場
合
は
、
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、
相
手
が
い
う

こ
と
を
き
い
て
く
れ
な
く
て
、
落

ち
込
む
こ
と
が
よ
く
起
こ
り
ま
す
。

　
◆
自
然
な
健
康
法

　

時
に
人
に
聞
か
れ
ま
す
が
、
手

っ
取
り
早
く
よ
く
な
る
方
法
、
簡

単
に
幸
せ
に
な
る
方
法
、
そ
う
い

う
も
の
を
私
は
知
り
ま
せ
ん
。

　

語
ら
い
、
楽
し
み
、
よ
く
笑
う

…
…
自
然
な
健
康
法
に
魔
法
の
方

法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

手
っ
取
り
早
い
幸
せ
を
求
め
る

と
、
な
ぜ
か
い
つ
も
そ
の
先
に
不

幸
の
落
と
し
穴
が
待
っ
て
い
ま
す
。

幸
せ
に
な
る
た
め
の
「
手
段
」
と

幸
せ
に
な
る
と
い
う
「
目
的
」
を

取
り
違
え
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い

か
ら
で
す
。

　

自
然
な
も
の
や
、
健
康
的
で
生

理
的
に
心
地
よ
い
も
の
を
大
切
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　
◆
う
つ
病
の
サ
イ
ン

　

そ
れ
で
も
、
夜
ひ
ど
く
眠
れ
な

い
、
食
欲
が
は
っ
き
り
と
落
ち
た
、

気
分
が
沈
む
、
体
に
い
ろ
い
ろ
な

異
変
を
感
じ
る
、
そ
う
い
う
徴
候

が
い
く
つ
か
あ
っ
た
場
合
に
は
、

う
つ
病
の
サ
イ
ン
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
自
分
で
気
づ
く
場
合
と
人
に

指
摘
さ
れ
て
初
め
て
気
づ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

う
つ
病
の
方
の
３
人
に
２
人
ほ

ど
は
、
初
め
、
内
科
を
受
診
さ
れ

る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。

頭
痛
、
動ど

う
き悸

、
息
苦
し
さ
、
め
ま

い
、
の
ど
の
つ
ま
り
、
手
足
の
し

び
れ
感
な
ど
は
内
科
的
に
問
題
が

な
け
れ
ば
、
自
律
神
経
症
状
の
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

前
述
の
よ
う
な
症
状
が
出
て
い

る
時
に
は
、
う
つ
病
と
し
て
の
治

療
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
受
診
も
お
考
え
く
だ
さ
い
。
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16日㈬　９：30～11：00　東予西児童館

11日㈮　９：30～11：00　小松保健センター

11日㈮　９：30～11：00　西条児童館

18日㈮　９：30～11：00　徳田公民館

10日㈭　９：30～11：00　丹原保健センター

10日㈭　10：00～11：30　飯岡公民館

８日㈫　９：30～11：00　中央保健センター

７日㈪　９：30～11：00　東予保健センター

■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場
　妊娠や出産、育児などについての相談や
情報交換が行えます。
　相談には助産師・保育士・保健師・栄養
士などの専門スタッフが応じ、問題解決に
向けて一緒に考えます。
※２週間以内に感染症にかかった方、接触
　された方、治って間もない方の来場は、
　ご遠慮ください。
○日時　毎週火曜日（祝日除く）
　　　　10時～15時（受付：14時30分まで）
○場所・問合せ　中央保健センター
◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）
　　　　９時～16時
○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
　受付時間：９時～11時
○中央保健センター　11月４日㈮
○東予保健センター　11月18日㈮
○丹原保健センター　11月25日㈮
○小松保健センター　11月18日㈮

■西条保健所情報
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日（祝日除く）　10時～11時
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日（祝日除く）　９時～15時
◆精神保健相談（要予約）
　11月28日㈪　13時30分～15時30分
◆難病医療相談（要予約）
　11月22日㈫　13時30分～15時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

■11月の献血日程
◆石鎚山ハイウェイオアシス
　11月６日㈰　10時～12時、13時～16時
　（伊予小松ライオンズクラブ協力による開催）
※当日は自家用車の乗り入れができないた
　め、臨時駐車場（小松中央公園）からの
　無料シャトルバスをご利用ください。
※石鎚山ＰＡからオアシス駐車場への連絡
　道は歩いて通行できません。
◆フジグラン西条
　11月15日㈫　10時～11時30分
　　　　　　　12時30分～16時
　（西条石鎚ライオンズクラブ協力による開催）
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター
※必要な物　母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～13：30

小松 小松

24日㈭
15日㈫

29日㈫

16日㈬
10日㈭

１日㈫
17日㈭

13：00～14：00 中央 西条平成23年７月１日～
７月31日の出生児

平成23年７月１日～
８月31日の出生児13：00～13：30

東予 東予

１歳６カ
月児健診 13：00～13：30 東予

西条

東予・丹原・小松

平成22年４月１日～
４月30日の出生児

13：00～14：00 中央
東予・丹原・小松

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成20年10月１日～
10月31日の出生児13：00～14：00 中央 西条

内容　カロリー編：食べ物のカロリーを知って、理想の体重に近づこう
　　　バランス編：食事バランスガイドを知って、体の内側から美しくなる

中央保健センター

▼食事のツボ講座　11月・12月の日程等　　　　　※申し込みは前日まで受付

東予保健センター

丹原保健センター

小松保健センター

場所・申込先

13時30分～15時

12月16日㈮

12月５日㈪

12月１日㈭

12月９日㈮

11月18日㈮

11月７日㈪

11月10日㈭

11月11日㈮

バランス編カロリー編 受講時間

11・12月の総合健診日程・場所・申込先

※総合健診について詳しくは「平成23年度健康カレンダー」
　をご覧いただくか、各保健センターへお問い合わせください。

健康診査の対象者
●対象者
○平成24年３月31日現在において、
　18～39歳の方、国民健康保険に加入する40～74歳の方
○後期高齢者医療制度の加入者
　（受診日において75歳以上の方）

肝炎ウイルス検診の対象者
●対象者
　平成24年３月31日現在において、40歳の方、過去に肝炎ウ
イルス検診を受診していない41歳以上の方

がん検診の対象者
●胃がん検診　　対象者：18歳以上の方
●肺がん検診　　対象者：18歳以上の方
●大腸がん検診　　対象者：30歳以上の方
●腹部超音波検診
　対象者：30歳以上で明治～昭和の奇数年生まれの方
●前立腺がん検診
　対象者：50歳以上の男性で明治～昭和の奇数年生まれの方
●乳がん検診
　対象者：30歳以上の女性で明治～昭和の奇数年生まれの方
　　　　※30歳～39歳：エコー　　40歳以上：マンモグラフィー
●子宮頸がん検診
　対象者：18歳以上の女性

受付時間：●…８時30分～11時　　■…８時30分～11時、13時10分～14時　　●…13時10分～14時

大腸 超音波 前立腺 乳エコー乳マンモ 子宮肺
● ● ● ●

●

●

●

がん検診 申込先実施場所日程

中央保健センター
℡0897－52－1215

11／７ ㈪
11／15 ㈫
11／16 ㈬
11／28 ㈪
12／１ ㈭
12／２ ㈮

西
条

地
区

中央保健センター

健康診査
肝炎ウイルス検診

● ● ● ●●
● ● ● ● ■

■
■

●
● ● ● ● ■ ●●
● ● ● ● ■ ●

●
● ●

●

●●
● ● ● ● ■ ●●

胃

●
●
●

●
東予保健センター
℡0898－64－5333

11／９ ㈬
11／11 ㈮東

予 東予保健センター

● ● ● ● ■ ●●
● ● ● ● ■ ●●

11／21 ㈪
12／７ ㈬

● ● ● ● ■ ●
●

●●
●● ● ● ● ■ ●●

●
●
●
●

丹原保健センター
℡0898－68－7300

丹
原 11／14 ㈪ 丹原保健センター ●● ● ● ● ■ ●● ●

小松保健センター
℡0898－72－6515

小
松
11／４ ㈮
12／６ ㈫

小松保健センター ● ● ● ● ■●
● ● ● ● ■ ●

●
●

●
●

●
●

　西条保健所では、毎週月曜日の10時～11時に、
「エイズ血液検査・相談」を実施しています。
　12月は予防週間に併せて、通常の実施日以外に
次の日程でエイズ血液検査・相談を実施します。
　血液検査・相談共に、無料・匿名・予約不要で
行えます。検査結果は血液採取後、約30分でお知
らせします。ただし、追加・確認検査が必要にな
った場合は、結果が後日になります。

日時　12月５日㈪　10時～19時30分
場所　東予地方局１階　※電話相談もできます。
問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300
　　　　（内線319、当日の時間内は内線331)

愛媛エイズ予防週間　12月１日㈭～７日㈬

ＳＩＤＳ＝乳幼児突然死症候群とは
　それまで元気だった赤ちゃんが、事故や窒息ではなく睡眠中に
突然死する病気です。原因は不明で、日本では約4,000人に１人
の赤ちゃんがこの病気で亡くなっていると推定されています。
　生後２カ月から６カ月に多く、まれに１歳以上でも発症するこ
とがあります。

ＳＩＤＳから赤ちゃんを守るための３つのポイント

　　　　　①あおむけ寝で育てる
　　　　　②たばこはやめる
　　　　　③できるだけ母乳で育てる

問合せ　中央保健センター　母子保健係

11月はＳＩＤＳ（乳幼児突然死症候群）対策強化月間

　教室では筋力をアップするための運動や有酸素運動を組み合わせた運動を
行います。また、運動・食生活などを見直し、その人にあった目標・計画を
立てることで、気になる体脂肪やコレステロールなどの減少や体力アップを
めざします。
対象　40歳～74歳の西条市民の方で、次のいずれかに該当する方
　　　○腹囲が男性で85㎝以上、女性で90㎝以上
　　　○ＢＭＩが25以上の方
　　　　ＢＭＩ＝「体重（㎏）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）
　　　　例：体重60㎏で身長160㎝の場合
　　　　　　60（㎏）÷ 1.6（ｍ）÷ 1.6（ｍ）＝ＢＭＩ値23.4
※身体状況によっては、主治医意見書の提出や参加をお断りする場合があります。
申込期間　11月８日㈫～　※定員になり次第、締め切ります。

日時　11月13日㈰　13時～16時
場所　新居浜市医師会館（新居浜市庄内町）
※治療などの具体的な処置は行いません。必要に応じて病院を紹介します。
問合せ　中山皮膚科クリニック　℡0897－32－9062
　　　　皮フ科・形成外科はらだクリニック　℡0897－43－3210
主催　日本臨床皮膚科医会、日本皮膚科学会、東予地区皮膚科勉強会

中央保健センター

東予保健センター

場所・申込先
12月２日～平成24年９月
　毎週火・金曜日　９時30分～11時
12月５日～平成24年９月
　毎週月・木曜日　13時30分～15時
12月２日～平成24年９月
　毎週火・金曜日　13時30分～15時

日　時（週２回） 内　容

トレーニング機器を
使った運動や水中運
動

ダンベルやステップ
台を使った運動
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16日㈬　９：30～11：00　東予西児童館

11日㈮　９：30～11：00　小松保健センター

11日㈮　９：30～11：00　西条児童館

18日㈮　９：30～11：00　徳田公民館

10日㈭　９：30～11：00　丹原保健センター

10日㈭　10：00～11：30　飯岡公民館

８日㈫　９：30～11：00　中央保健センター

７日㈪　９：30～11：00　東予保健センター

■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場
　妊娠や出産、育児などについての相談や
情報交換が行えます。
　相談には助産師・保育士・保健師・栄養
士などの専門スタッフが応じ、問題解決に
向けて一緒に考えます。
※２週間以内に感染症にかかった方、接触
　された方、治って間もない方の来場は、
　ご遠慮ください。
○日時　毎週火曜日（祝日除く）
　　　　10時～15時（受付：14時30分まで）
○場所・問合せ　中央保健センター
◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）
　　　　９時～16時
○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
　受付時間：９時～11時
○中央保健センター　11月４日㈮
○東予保健センター　11月18日㈮
○丹原保健センター　11月25日㈮
○小松保健センター　11月18日㈮

■西条保健所情報
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日（祝日除く）　10時～11時
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日（祝日除く）　９時～15時
◆精神保健相談（要予約）
　11月28日㈪　13時30分～15時30分
◆難病医療相談（要予約）
　11月22日㈫　13時30分～15時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

■11月の献血日程
◆石鎚山ハイウェイオアシス
　11月６日㈰　10時～12時、13時～16時
　（伊予小松ライオンズクラブ協力による開催）
※当日は自家用車の乗り入れができないた
　め、臨時駐車場（小松中央公園）からの
　無料シャトルバスをご利用ください。
※石鎚山ＰＡからオアシス駐車場への連絡
　道は歩いて通行できません。
◆フジグラン西条
　11月15日㈫　10時～11時30分
　　　　　　　12時30分～16時
　（西条石鎚ライオンズクラブ協力による開催）
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター
※必要な物　母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～13：30

小松 小松

24日㈭
15日㈫

29日㈫

16日㈬
10日㈭

１日㈫
17日㈭

13：00～14：00 中央 西条平成23年７月１日～
７月31日の出生児

平成23年７月１日～
８月31日の出生児13：00～13：30

東予 東予

１歳６カ
月児健診 13：00～13：30 東予

西条

東予・丹原・小松

平成22年４月１日～
４月30日の出生児

13：00～14：00 中央
東予・丹原・小松

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成20年10月１日～
10月31日の出生児13：00～14：00 中央 西条

内容　カロリー編：食べ物のカロリーを知って、理想の体重に近づこう
　　　バランス編：食事バランスガイドを知って、体の内側から美しくなる

中央保健センター

▼食事のツボ講座　11月・12月の日程等　　　　　※申し込みは前日まで受付

東予保健センター

丹原保健センター

小松保健センター

場所・申込先

13時30分～15時

12月16日㈮

12月５日㈪

12月１日㈭

12月９日㈮

11月18日㈮

11月７日㈪

11月10日㈭

11月11日㈮

バランス編カロリー編 受講時間

11・12月の総合健診日程・場所・申込先

※総合健診について詳しくは「平成23年度健康カレンダー」
　をご覧いただくか、各保健センターへお問い合わせください。

健康診査の対象者
●対象者
○平成24年３月31日現在において、
　18～39歳の方、国民健康保険に加入する40～74歳の方
○後期高齢者医療制度の加入者
　（受診日において75歳以上の方）

肝炎ウイルス検診の対象者
●対象者
　平成24年３月31日現在において、40歳の方、過去に肝炎ウ
イルス検診を受診していない41歳以上の方

がん検診の対象者
●胃がん検診　　対象者：18歳以上の方
●肺がん検診　　対象者：18歳以上の方
●大腸がん検診　　対象者：30歳以上の方
●腹部超音波検診
　対象者：30歳以上で明治～昭和の奇数年生まれの方
●前立腺がん検診
　対象者：50歳以上の男性で明治～昭和の奇数年生まれの方
●乳がん検診
　対象者：30歳以上の女性で明治～昭和の奇数年生まれの方
　　　　※30歳～39歳：エコー　　40歳以上：マンモグラフィー
●子宮頸がん検診
　対象者：18歳以上の女性

受付時間：●…８時30分～11時　　■…８時30分～11時、13時10分～14時　　●…13時10分～14時

大腸 超音波 前立腺 乳エコー乳マンモ 子宮肺
● ● ● ●

●

●

●

がん検診 申込先実施場所日程

中央保健センター
℡0897－52－1215

11／７ ㈪
11／15 ㈫
11／16 ㈬
11／28 ㈪
12／１ ㈭
12／２ ㈮

西
条

地
区

中央保健センター

健康診査
肝炎ウイルス検診

● ● ● ●●
● ● ● ● ■

■
■

●
● ● ● ● ■ ●●
● ● ● ● ■ ●

●
● ●

●

●●
● ● ● ● ■ ●●

胃

●
●
●

●
東予保健センター
℡0898－64－5333

11／９ ㈬
11／11 ㈮東

予 東予保健センター

● ● ● ● ■ ●●
● ● ● ● ■ ●●

11／21 ㈪
12／７ ㈬

● ● ● ● ■ ●
●

●●
●● ● ● ● ■ ●●

●
●
●
●

丹原保健センター
℡0898－68－7300

丹
原 11／14 ㈪ 丹原保健センター ●● ● ● ● ■ ●● ●

小松保健センター
℡0898－72－6515

小
松
11／４ ㈮
12／６ ㈫

小松保健センター ● ● ● ● ■●
● ● ● ● ■ ●

●
●

●
●

●
●

　西条保健所では、毎週月曜日の10時～11時に、
「エイズ血液検査・相談」を実施しています。
　12月は予防週間に併せて、通常の実施日以外に
次の日程でエイズ血液検査・相談を実施します。
　血液検査・相談共に、無料・匿名・予約不要で
行えます。検査結果は血液採取後、約30分でお知
らせします。ただし、追加・確認検査が必要にな
った場合は、結果が後日になります。

日時　12月５日㈪　10時～19時30分
場所　東予地方局１階　※電話相談もできます。
問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300
　　　　（内線319、当日の時間内は内線331)

愛媛エイズ予防週間　12月１日㈭～７日㈬

ＳＩＤＳ＝乳幼児突然死症候群とは
　それまで元気だった赤ちゃんが、事故や窒息ではなく睡眠中に
突然死する病気です。原因は不明で、日本では約4,000人に１人
の赤ちゃんがこの病気で亡くなっていると推定されています。
　生後２カ月から６カ月に多く、まれに１歳以上でも発症するこ
とがあります。

ＳＩＤＳから赤ちゃんを守るための３つのポイント

　　　　　①あおむけ寝で育てる
　　　　　②たばこはやめる
　　　　　③できるだけ母乳で育てる

問合せ　中央保健センター　母子保健係

11月はＳＩＤＳ（乳幼児突然死症候群）対策強化月間

　教室では筋力をアップするための運動や有酸素運動を組み合わせた運動を
行います。また、運動・食生活などを見直し、その人にあった目標・計画を
立てることで、気になる体脂肪やコレステロールなどの減少や体力アップを
めざします。
対象　40歳～74歳の西条市民の方で、次のいずれかに該当する方
　　　○腹囲が男性で85㎝以上、女性で90㎝以上
　　　○ＢＭＩが25以上の方
　　　　ＢＭＩ＝「体重（㎏）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）
　　　　例：体重60㎏で身長160㎝の場合
　　　　　　60（㎏）÷ 1.6（ｍ）÷ 1.6（ｍ）＝ＢＭＩ値23.4
※身体状況によっては、主治医意見書の提出や参加をお断りする場合があります。
申込期間　11月８日㈫～　※定員になり次第、締め切ります。

日時　11月13日㈰　13時～16時
場所　新居浜市医師会館（新居浜市庄内町）
※治療などの具体的な処置は行いません。必要に応じて病院を紹介します。
問合せ　中山皮膚科クリニック　℡0897－32－9062
　　　　皮フ科・形成外科はらだクリニック　℡0897－43－3210
主催　日本臨床皮膚科医会、日本皮膚科学会、東予地区皮膚科勉強会

中央保健センター

東予保健センター

場所・申込先
12月２日～平成24年９月
　毎週火・金曜日　９時30分～11時
12月５日～平成24年９月
　毎週月・木曜日　13時30分～15時
12月２日～平成24年９月
　毎週火・金曜日　13時30分～15時

日　時（週２回） 内　容

トレーニング機器を
使った運動や水中運
動

ダンベルやステップ
台を使った運動
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休日（昼間）９時から18時まで

平日（夜間）18時から22時まで 平日（夜間）18時から22時まで

平日（夜間）18時から22時まで
日

日 日

内　　　科

内　　　科

外　　　科

外　　　科 内　　　科 外　　　科

内　　　科 外　　　科

30
㈬

休日の当番病医院

平日夜間の当番病医院

　2007年の国民健康・栄養調査によると、日本には約890万の「糖尿病が強く疑われる人」が存在し、「糖尿病の可能性
を否定できない人」も約1,320万人おり、合計で総人口の10%を超える約2,210万人の糖尿病患者がいると推定されていま
す。40歳以上の３人に１人が糖尿病または糖尿病予備軍である事実が発表されています。

　　　　　　　　　　　糖尿病予防のために　
　　　　　　　　　　　栄養バランスを考えた適量の食事
　　　　　　　　　　　　○野菜をたっぷりとる
　　　　　　　　　　　　○食事は決まった時間に時間をかけて食べる
　　　　　　　　　　　　○素材の味をいかした薄味にする
　　　　　　　　　　　　○甘いものや脂っぽいものを食べ過ぎない

　無理のない適度な運動
　○外出するとき、少しだけ早めに歩く
　○遠回りして歩く距離を増やす
　○３階までなら階段を使う
　○テレビを見ながらストレッチをする

健康
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（
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て
い
）

▲ 取材日には川に
水がなかったので
砂防堤の連なりが
まるで巨人の階段
のようでした▲

堰堤に埋め込ま
れた石板には「昭
和九年度」の文字
が…

台風12号による増水時
（写真右）と通常時。
同じ堰堤のある景色で
も、こんなにも表情が
異なります。

撮
影：

十
亀
茂
樹

No.75　カリガネ（西条に飛来した珍鳥）
　全長59㎝、よく似たマガン(全長72㎝)よりはだいぶ小さく、
識別点は目の周囲にある黄色いアイリング、ピンク色をした短
いくちばしなどで違いが分かります。全国的に渡来数の少ない
冬鳥で、西条では2006年11月に加茂川河口で発見され、氷見蛭
子の農耕地や加茂川河口で翌年３月まで越冬しました。

平成23年9月末日現在
住民基本台帳登録数 (   )内は前月比

人　口　114,367 人 （＋12人）

　男　　  54,828 人 （－  5人）

　女　　  59,539 人 （＋17人）

世　帯　  48,436世帯(＋1世帯）

■市政だより
　0897ー53ー1500（常時）

■当番病医院
　0897ー58ー2200（常時）

■災害情報
　0897ー55ー5551（発生時）

　１年間待ちかねた秋祭りもあっと
いう間に終わり、また待ち遠しい１
年間がはじまってしまいました。
　よく楽しいときは時間が経つのが
早いといいますが、自分は、仕事を
していても時間が経つのが早く感じ
るのですが、それは仕事を楽しめて
いるということかもしれません。
　しかし最近、物事を楽しむために
は、周囲のサポートがあって、はじ
めてできるのではないかと気が付き
ました。早く自分だけが楽しむので
はなく、周りにも楽しんでもらえる
ようならないとなぁ…。　　　（し）
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℡0898－64－2290

℡0898－64－2290
℡0898－64－2600
℡0898－64－0835

℡090－7629－8310

土12/24 14時開演　総合文化会館大ホール
入場料　一般：2,000円　高校生まで：500円
出　演　伊藤美織（ピアノ/西条市出身）
　　　　ポール・モンターグ（ピアノ）

総合文化会館などで
チケット発売中！

℡0898－64－2022

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。【11月の休館日】 毎週月曜日、４日㈮、24日㈭

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

▼ 総 合 文 化 会 館 　 神拝甲79－4　℡0897－53－5500

11

木

大ホール
小ホール

℡0898－41－6373
第25回西条地区老人クラブ連合会カラオケ大会
第２回ヨーロッパ国際ピアノコンクール in Japan土

土

５

12
木10 9：00

10：30 11：00
9：30

大ホール

大ホール

差別をなくする市民の集い　～西条会場～
　※人権ポスター・標語の作品展を12～13日に展示室にて開催日13

金18

13：00 13：30

めぐみ幼稚園・保育園 音楽会 9：00 9：30

小ホール

冴木杏奈タンゴ保存会四国（奈良）℡090－3185－3924

西条市高齢介護課 ℡0897－52－1292
ヨーロッパ・ピアノ協会（岩佐）

市教育委員会人権教育課 ℡0897－52－1360

めぐみ幼稚園・保育園 ℡0897－55－3442

３

9：30 西条市総務課 ℡0897－52－125610：00

10：00

市民表彰式

冴木杏奈 東日本大震災支援チャリティーコンサート

火１

大ホール14：00 15：00
SS席：8000円
Ｓ席：6000円
Ａ席：5000円

無　料

無　料

無　料

無　料

無　料

小ホール社交ダンスパーティー 11：30 12：00 竹ダンス（若原） ℡0897－56－63481000円

小ホール火22 笑って健康になろうぜい（税） 18：30 19：00 ㈳伊予西条法人会事務局 ℡0897－55－2025整理券必要

大ホール土
日

26
27 ＮＨＫのど自慢　※26日は予選会（予選会は整理券必要なし） 12：45

11：00 11：45

平成23年分年末調整説明会
西条市総務課 ℡0897－52－1256
伊予西条税務署 ℡0897－56－3290

無　料

無　料

小ホール

小ホール

水23

火29

障害のある人とない人とのコラボコンサート 12：30 13：30

9：30
13：00小学校音楽フェスティバル（西条地区） 市教育委員会学校教育課 ℡0897－52－1640無　料大ホール水30 12：30

大ホールカミーユ・サン＝サーンスの午後日20 総合文化会館 ℡0897－53－550013：30 14：00

ＮＰＯ法人ネセサリーフォー ℡089－917－5070

一　　　般：2000円
高校生まで：1000円

整理券必要

℡0898－68－3555

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。【11月の休館日】 毎週月曜日、４日㈮、24日㈭

▼ 丹 原 文 化 会 館 　 丹原町田野上方2131－1　℡0898－68－3555
月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

望月楽器㈱11 大ホールピアノ合同発表会木３ 10：00 10：15 無　料

望月楽器㈱大ホールヤマハヤングピアニストコンサート2011水23 12：30 13：00 無　料
西条市社会福祉協議会大ホール第８回西条市社会福祉大会土26 12：30 13：00 無　料
カラオケ喫茶　寿〃大ホールカラオケ喫茶 寿〃 ５周年記念発表会　ゲスト：大石まどか日27 9：00 9：30 1000円

moving girl’s ＆ boy’s（野島）小ホールてんつくマンDay　映画上映会と講演会土５ 10：15 10：30
一　　　般：2500円
高校生まで：1500円

9：15小学校音楽フェスティバル（東予・丹原・小松地区） 壬生川小学校無　料大ホール木17 8：30

映　画：1500円
講演会：2000円

丹原文化会館大ホール吹奏楽コンサート　明浄学院高等学校吹奏楽部演奏会土12 15：00 15：30

日11/20 14時開演　総合文化会館大ホール

総合文化会館・丹原文化会館などでチケット発売中！

出　演　指揮：中田昌樹
　マリアンヌ・デラキャサグランド
　（メゾソプラノ/仏）
　後田翔平（テノール/西条市出身）
　岡山交響楽団、西条高等学校合唱部
　西条北中学校合唱部、西条高等学校卒業生

入場料　一般：2,000円　高校生まで：1,000円

平成22年度の実績
　第58回全日本吹奏楽コンクール銀賞
　第38回マーチングバンド全国大会金賞
入場料　一般：2,000円（当日：2,500円）
　高校生まで：1,000円（当日：1,500円）

丹原・総合文化会館などでチケット発売中！

土11/12 15時30分開演　丹原文化会館大ホール


